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金解禁下の正貨問題と政府 日本銀行

今
日
で
は
、
農
業
問
題
を
農
業
内
的
諸
条
件
か
ら
の
承
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
自
明
の
事
柄
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
の
穀
物
自
給
率
一
一
三
％
（
一
九
八
五
年
）
は
欧
米
諸
国
と
比
べ
て
異
常
に
低
い
数
値
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
「
過
剰
」
が

（
１
）
 

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
引
金
で
食
管
制
度
の
存
廃
が
問
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
巨
大
な
貿
易
黒
字
、
対
外

金
融
資
産
の
増
大
に
象
徴
さ
れ
る
国
内
産
業
構
造
の
変
化
、
国
際
的
分
業
体
制
の
変
化
と
い
う
背
景
抜
き
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
農
業
問
題
で
あ
る
以
上
、
腱
家
経
済
を
は
じ
め
と
す
る
農
民
が
日
を
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
を
捨
象
で
き

な
い
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
む
し
ろ
こ
う
し
た
農
民
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
に
、
マ
ク
ロ
的
見
地
か
ら
ふ
た
産
業
枇
造
の
変
化
や

経
済
政
策
の
方
向
、
さ
ら
に
は
国
際
的
経
済
関
係
の
変
化
が
、
い
か
に
反
映
し
て
い
る
か
を
見
定
め
る
中
で
、
今
日
の
艇
業
問
題
の
性
格

（
虹
）
前
掲
『
日
本
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行
百
年
史
』

（
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）
未
定
稿
「
横
浜
正
金
銀
行
中

含
柔
の
多
い
発
言
も
参
照
。
「
大
『

頁
。
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に
つ
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て
」
に
形

（
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Ｂ
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（
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井
前
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」

（
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野
前
掲
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日
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銀
一

前
掲
『
日
本
銀
行
百
年
史
』
第
一
一
一
巻
》
五
○
七
’
八
頁
。

未
定
稿
「
横
浜
正
金
銀
行
史
（
昭
和
六
年
）
」
、
一
一
一
○
頁
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
大
久
保
利
賢
正
金
本
店
支
配
人
（
当
時
）
の
き
わ
め
て

の
多
い
発
言
も
参
照
・
「
大
久
保
利
賢
氏
金
融
史
談
」
一
九
五
一
一
年
五
月
、
『
日
本
金
融
史
資
料
昭
和
編
』
第
一
一
一
五
巻
、
所
収
、
四
一
一
一
○
’
一

中
村
政
則
『
昭
和
の
恐
慌
』
小
学
館
、
一
九
八
一
一
年
、
一
一
六
四
頁
、
参
照
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同
上
、
一
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五
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’
四
頁
。

一
一
一
一
一
年
－
１
三
月
渡
し
総
額
一
十

り
り
計
数
に
つ
い
て
一
に
よ
る
。

深
井
英
五
『
金
本
位
制
離
脱
後
の
通
貨
丞

深
井
前
掲
『
回
顧
七
十
年
』
二
五
八
頁
。

吉
野
前
掲
『
歴
代
日
本
銀
行
総
裁
論
』
一

戦
後
改
革
期
農
業
問
題
の
構
造

’
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玉
新
聞
』
農
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関
係
記
事
の
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析
Ｉ
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脱
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』
千
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書
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物
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前
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○
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。
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戦後改革期農業問題の構造論 説

屯
論
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
か
か
る
方
法
的
反
省
を
ふ
ま
え
、
戦
後
改
革
期
の
農
業
問
題
の
性
格
を
改
め
て
論
じ
て
承
た
い
。
改
め
て
と
い
う
の
は
、
戦

後
農
地
改
革
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
自
作
農
体
制
が
大
き
な
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
日
本
農
業
の
産
業
と
し
て
の
位

置
付
も
大
き
く
変
化
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
戦
後
日
本
挫
業
の
出
発
点
で
あ
る
戦
後
改
革
期
に
焦
点
を
当
て
、
挫
民
・
挫
村

に
日
念
生
起
し
た
諸
問
題
を
ト
ー
タ
ル
に
把
え
つ
つ
農
業
問
題
の
性
格
を
論
じ
る
こ
と
が
緊
要
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
作

も
、
、
、

業
な
し
に
、
今
日
の
農
業
問
題
の
歴
史
的
性
格
を
把
握
す
る
〉
」
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
見
地
か
ら
戦
後
改
革
期
農
業
問
題
を
め
ぐ
る
研
究
史
を
振
り
返
え
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
研
究
史
の
著
し
い
〃
偏
り
〃
と

〃
分
断
〃
を
確
認
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
す
な
わ
ち
〃
偏
り
〃
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
こ
の
時
期
の
農
業
問
題
を
論
じ
た
論
稿

（
２
）
 

は
、
質
・
量
と
も
に
農
地
改
革
を
め
ぐ
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
一
別
日
本
農
業
の
基
抵
と
し
て
存
在
し
て
い
た
地
主

的
土
地
所
有
が
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
ど
う
な
る
か
、
ま
だ
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
本
農
村
の
性
格
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
関
心
は
、
戦

後
改
革
全
体
と
し
て
の
性
格
と
直
接
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
正
当
な
関
心
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
農
地

改
革
だ
け
が
当
時
の
農
業
問
題
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
結
果
と
し
て
ほ
と
ん
ど
完
全
な
ま
で
に

農
地
改
革
が
貫
徹
さ
れ
、
そ
の
同
じ
時
期
に
農
民
運
動
が
沈
衰
し
農
協
等
の
農
政
運
動
が
こ
れ
に
と
っ
て
代
っ
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
を

考
え
る
と
ぎ
、
農
家
経
済
を
含
め
た
農
民
が
当
面
す
る
諸
問
題
の
農
民
自
身
に
と
っ
て
の
意
味
が
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う

考
察
を
わ
れ
わ
れ
に
要
求
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
農
民
が
当
面
す
る
諸
問
題
と
は
何
か
。
後
に
示
す
よ
う
に
そ
れ
は
様
灸
な
問
題
を
含
む
が
、
そ
の
最
大
の
も
の
は
食
粗
供
出
問

（
３
）
 

題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
研
究
史
を
承
る
限
り
、
こ
の
問
題
へ
の
本
格
的
研
究
は
極
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
わ

れ
わ
れ
の
関
心
か
ら
し
て
問
題
た
の
は
、
こ
の
食
糧
供
出
問
題
研
究
が
、
最
大
の
研
究
史
の
蓄
積
を
誇
る
農
地
改
革
研
究
と
ほ
と
ん
ど
リ

事
実
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
○
）
年
三
一
月
五
日
の
第
八
十
九
回
帝
国
議
会
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
農
地
調
整
法
中
改
正
法
律
案

（
第
一
次
農
地
改
革
案
）
の
提
案
理
由
説
明
に
立
っ
た
松
村
謙
三
農
相
は
冒
頭
、
「
今
日
食
糧
問
題
ガ
極
メ
テ
重
大
デ
ア
リ
マ
ス
コ
ト
〈
、

（
４
）
 

申
上
ゲ
ル
マ
デ
モ
ナ
イ
所
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
と
し
た
上
で
、
「
此
ノ
問
題
ヲ
真
二
解
決
致
シ
マ
ス
ニ
ハ
、
菅
一
一
眼
ノ
前
ノ
問
題
ヲ
処
理
ス

ル
ノ
ミ
デ
〈
ナ
ク
、
其
ノ
由
ツ
テ
来
ル
根
本
ノ
問
題
ヲ
解
決
シ
、
之
二
依
ツ
テ
堅
実
ナ
ル
農
家
及
ビ
農
村
ヲ
育
成
シ
、
此
ノ
基
礎
ノ
上
一
一

凡
ユ
ル
食
糧
問
題
？
農
村
問
題
ヲ
解
決
シ
ナ
ク
テ
〈
ナ
ラ
ナ
イ
ト
申
ス
コ
ト
〈
、
大
体
世
ノ
一
致
セ
ル
意
見
デ
ア
ル
ト
思
フ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ

（
５
）
 

マ
ス
」
と
述
べ
、
農
地
改
革
が
食
糧
問
題
解
決
の
「
根
本
」
で
あ
る
と
の
理
解
を
一
示
し
た
。
ま
た
こ
の
本
会
議
で
は
「
今
日
艇
民
ガ
最
モ

（
６
）
 

重
圧
ヲ
感
ズ
ル
ノ
ハ
租
税
デ
ハ
ァ
リ
マ
セ
ヌ
、
小
作
料
デ
〈
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
実
一
一
供
出
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
い
う
発
一
一
一
一
口
を
は
じ
め
、
食
糧
問

題
の
深
刻
さ
を
訴
え
る
も
の
が
相
次
い
で
い
る
。
農
地
改
革
自
体
、
食
糧
問
題
の
根
本
的
解
決
と
い
う
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
て
出
発
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
両
者
の
相
互
関
連
、
さ
ら
に
は
こ
の
両
者
を
農
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
ど
う
受
止
め
て
い
た
か
を
見
定
め
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
ｂ

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
食
糧
問
題
・
農
地
改
革
を
軸
と
す
る
戦
後
改
革
期
僅
業
問
題
の
全
体
的
性
格
把
握
を
行
う
方
法
を
見
出
す
汚
」
と
を

目
標
に
、
こ
の
時
期
の
農
業
・
農
村
問
題
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
す
な
わ
壽
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
新

（
７
）
 

（
８
）
 

開
記
事
ｌ
こ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
フ
剣
‐
ル
ド
と
し
て
い
る
埼
玉
県
を
本
拠
と
す
る
『
埼
玉
新
聞
』
記
事
ｌ
を
、
①
篭
改
革
に

関
す
る
も
の
、
②
供
出
・
配
給
を
中
心
と
す
る
食
糧
問
題
に
関
す
る
も
の
、
③
農
民
運
動
に
関
す
る
も
の
、
④
農
業
会
・
俊
業
協
同
組
合

に
関
す
る
も
の
、
⑤
農
業
経
営
・
農
家
経
済
・
農
村
社
会
情
勢
に
関
す
る
も
の
（
以
下
、
艇
村
社
会
と
略
）
、
⑥
食
糧
を
め
ぐ
る
不
正
・
犯
罪

視
角
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
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潮
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こ
こ
で
対
象
と
す
る
時
期
は
、
敗
戦
の
一
九
四
五
年
八
月
か
ら
陛
地
改
革
が
基
本
的
に
完
了
す
る
と
と
も
に
、
食
粗
危
機
も
ほ
ぼ
完
全

に
解
消
し
、
政
治
・
経
済
情
勢
も
新
た
な
展
開
を
ふ
せ
始
め
る
一
九
五
○
年
六
月
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
ま
さ
に
戦
後
改
莱
期
と

い
う
激
動
の
期
間
で
あ
り
、
長
期
的
ト
レ
ン
ド
を
観
察
し
た
上
で
大
局
的
に
時
期
区
分
す
る
通
常
の
経
済
史
的
手
法
に
は
馴
染
に
く
い
時

期
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
農
業
・
農
村
問
題
関
係
記
事
と
い
う
限
定
を
付
し
つ
つ
、
記
事
量
・
比
重
・
内
容
を
吟
味
す
る
こ
と
に

よ
り
、
｜
定
の
時
期
区
分
を
仮
説
的
に
提
示
し
て
お
き
た
い
。

表
１
は
、
先
の
分
類
に
従
い
項
目
別
時
期
別
記
事
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
全
期

間
を
通
し
て
供
出
・
配
給
と
い
う
食
糧
問
題
関
係
記
事
が
一
九
六
一
一
件
（
四
一
・
五
％
）
で
断
然
ト
ッ
プ
を
占
め
、
こ
れ
に
腱
地
改
革
六
一
一
一

六
件
（
一
一
一
一
・
四
％
）
、
不
正
・
犯
罪
六
一
八
件
（
一
一
一
一
・
｜
％
）
、
農
業
経
営
・
農
家
経
済
・
農
村
社
会
五
六
一
一
一
件
（
二
・
九
％
）
、
農
民
運
動

一
一
一
一
一
一
一
一
一
件
（
七
・
○
％
）
、
農
業
会
・
農
協
一
一
一
一
六
件
（
六
・
七
％
）
が
続
く
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
位
の
不

正
・
犯
罪
が
一
般
犯
罪
を
含
ま
ず
、
食
糧
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
農
業
問
題
関
連
記
馴
の
過
半
は
、
食
粗
問
題
で
あ

っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
戦
後
改
革
期
の
全
期
間
を
通
し
て
食
紐
問
題
関
係
記
事
が
主
軸
を
占
め
る
こ
と
は
、
農
業
問
題
の
焦
点
が
奈

辺
に
あ
っ
た
か
を
十
分
示
唆
し
て
お
り
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

も
こ
ろ
ん
、
こ
う
し
た
新
聞
記
事
の
分
析
に
は
大
き
な
限
界
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
一
に
、
記
事
量
と
そ
の
比
重
と
い
、

っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
記
事
の
本
数
に
つ
い
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
記
事
の
大
・
小
は
無
視
さ
れ
て
い
る
一
」
と
で
あ
る
。
ま
た
記
事
且
坐
の
多

、
、
、

少
は
、
必
ず
し
も
現
実
の
問
題
比
重
の
多
少
を
正
確
に
反
映
し
て
い
ろ
と
は
速
断
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
指
標
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。
第
二
に
、
新
聞
記
事
で
あ
る
以
上
、
記
者
・
デ
ス
ク
の
判
断
と
い
う
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
過
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
限
界
は
ま
ぬ

が
れ
な
い
。
実
際
、
『
埼
玉
新
聞
』
の
場
合
、
本
社
の
あ
る
浦
和
を
中
心
と
す
る
埼
蔦
地
方
に
記
事
自
体
が
偏
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ

り
、
記
者
の
目
自
体
の
限
界
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
新
聞
が
、
占
領
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
政
策
意

図
を
意
識
的
に
宣
伝
す
る
媒
体
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
記
事
の
大
小
・
多
寡
が
、
こ
う
し
た
編
集
意
図
に
も

規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
無
視
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
記
事
を
採
集
す
る
わ
れ
わ
れ
の
限
界
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
記
珈
の
採
集
は
、
そ
の
基
準
に
つ

（
９
）
 

い
て
密
接
な
打
合
と
一
息
恩
統
一
の
下
に
行
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
六
人
の
目
が
完
全
に
同
一
の
機
能
を
果
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
記
事

採
集
基
準
の
人
に
よ
る
多
少
の
ズ
レ
は
避
け
難
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
以
上
の
よ
う
な
限
界
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
四
、
七
一
一
三
点
に
及
ぶ
新
聞
記
事
の
大
量
観
察
に
は
意
味
が
あ
り
、
そ

れ
に
基
づ
く
一
定
の
問
題
提
起
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
研
究
史
が
挫
地
改
革
研
究
に
著
し
く
偏
っ
て
お
り
、
か
つ

に
関
す
る
も
の
、
⑦
農
地
開
拓
に
関
す
る
も
の
、
⑧
新
聞
論
説
、
⑨
そ
の
他
、
に
分
類
し
、
全
体
の
記
事
壮
と
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
比
重

、
、
、
、

の
推
移
と
そ
の
意
味
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
第
一
一
に
、
記
珈
内
容
か
ら
各
項
目
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
関
連
を
把
握
し
、
そ
の

、
、
、
、

関
連
の
仕
方
の
特
徴
を
検
出
す
る
。
第
一
一
一
に
戸
各
項
目
毎
に
問
題
の
内
容
と
そ
の
性
格
の
変
化
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
各
時

期
毎
の
股
業
問
題
の
性
格
を
示
す
と
と
も
に
、
戦
後
改
革
期
農
業
問
題
把
握
の
方
法
を
今
後
の
分
析
に
備
え
て
仮
説
的
に
示
す
こ
と
と
し

た
い
。

他
の
食
凝
問
題
等
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
現
実
を
踏
え
る
な
ら
ば
、
一
定
の
農
業
問
題
に
つ
い
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ

、
、

－
を
示
す
新
聞
記
獅
の
大
量
観
察
に
韮
づ
き
、
艇
業
問
題
把
握
の
た
め
の
方
法
を
仮
説
的
に
示
す
｝
」
と
は
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
方
法
を
探
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

一
一
戦
後
改
革
期
農
業
問
題
把
握
の
た
め
の
時
期
区
分

Ⅲ 
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表１項目別時期別記事の推移 勾
垣
、

廻
篝
ｅ
塁
厘
絲
望
舜
枡
沼
遜
蕊

農豐改革|僥出②配給|農辮動|農業念農協|糾瀞会|不正⑥犯罪|開⑦拓|論⑧説|そＳ他｜計
、

月

9４５．８－９ 

１０－１２ 

９４６．１－３ 

４－６ 

７
Ｊ
ｊ
ｊ
 

０
０
０
０
 

●
●
●
０
 

０
０
０
０
 

０
０
０
０
 

１
１
１
１
 

く
く
く
く
Ｉ
 

７
３
 

108 

３４ 

２０８ 

４１９ jllilIl 
（2.8） 

(11.8） 

(2.4） 

（２６） 

(3.7） 

(11.8） 

(8.2） 

(26.7） 

(26.9） 

(23.5） 

(8.6） 

(8.1） 

４ 

４ 

１７ 

１１２ 

(1.0） 

(2.9） 

(8.2） 

(2.4） 

（1.9） 

（2.9） 

(10.1） 

（7.2） 

９
８
８
４
 

２
 

１
３
 

１
１
７
０
 

１
１
 

(57.4） 

(38.2） 

(47.6） 

(45.8） 

(2.8） 

(8.8） 

(5.8） 

(4.1） 

２
１
１
０
 

２
３
 

６２ 

１３ 

９９ 

１９２ 

３
３
２
７
 

１
１
 

(3.4） 

(0.7） 

の
①
の
一
①
の
の
①
の
一
の
の
①
の
①
の
①
の''１１ 

犯
諏
鉦
一
躯
唖
哩
翅
皿
一
理
麺
麹
、
哩
麺
、
皿

（1.9） 

（0.5） 

（1.0） 

（1.0） 

（1.8） 

（3.1） 

（1.9） 

（２６） 

（1.6） 

（1.7） 

（04） 

（1.3） 

６
１
４
 

(11.3） 

（1.4） 

（5.7） 

３
４
ｍ
’
４
５
２
７
２
’
５
 

（9.7） 

（1.4） 

(10.1） 

５
３
２
 

３
 

２
 

（3.2） 

（3.7） 

（3.6） 

０
３
９
 

３
 

３
 

(9.7） 

(15.7） 

(13.0） 

０
８
４
 

１
 

１
 

０
４
０
 

３
３
５
 

(54.7） 

(47.9） 

(31.9） 

(311） 

(28.6） 

(17.9） 

(49.8） 

(26.2） 

（8.4）２６ 

(27.2）５９ 

(28.5）１１０ 

(30.1）６２ 

(18.5）３５ 

(30.9）３８ 

(11.0）４６ 

(15.8）７６ 

169 

104 

123 

７－９ 

１０－１２ 

９４７．１－３ 

４－６ 

７－９ 

１０－１２ 

９４８．１－３ 

４－６ 

(0.5） 

（3.1） 

（3.4） 

（3.2） 

（3.3） 

（5.5） 

（2.9） 

（3.6） 

（3.6） 

（6.0） 

(11.7） 

(12.9） 

（8.6） 

（1.3） 

１
ｍ
’
７
６
４
羽
ｕ
｜
辿
追
８
２
５
２
２

１
２
２
 

(2.6）５ 

(2.1）９ 

（1.0）４ 

(20.8）１ 

生ノqｃ

ｎｌＯ６ 

(27.9） 

(47.7） 

(63.2） 

(49.5） 

(37.6） 

(50.4） 

(61.4） 

(25.8） 

(10.7） 

（4.7） 

（8.3） 

（5.8） 

(20.6） 

（5.5） 

（7.6） 

(22.6） 

５４１（ｌ８－Ｕ 

２
７
１
６
釦
ｕ
ｍ
７

４
１
１
 

７－９ 

１０－１２ 

９４９．１－３ 

４－６ 

７－９ 

１０－１２ 

９５０．１－３ 

４－６ 

40 

。臼

（2.9）３ 

（1.2）３ ｡･ロノ４℃

３９）１４ 

（0.8）２ 

計｜(13.4)6361(4L5)1,9621（7.0)3331（6.7)3161(11.9)5631(13.1)6181（1.5）７３１（4.0)1891（0.9）421(100.0)4,73合

(注）『埼玉新聞』記事より集計・分類．
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’ 
戦後改革jlM1L業間IEIの柵造論 説

す
る
。

か
ら
れ
、
明
る
い
展
望
が
見
え
は
じ
め
た
。
不
正
・
犯
罪
の
性
格
も
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
絶
対
的
食
紐
不
足
下
の
そ
れ
と
は
異
な

り
、
食
紐
に
多
少
の
余
裕
が
で
き
る
中
で
の
ヤ
ミ
の
横
行
と
い
う
性
格
に
変
化
し
、
腱
村
社
会
状
況
を
示
す
記
事
も
、
生
産
確
保
そ
れ
自

体
か
ら
農
家
経
済
の
動
向
へ
と
関
心
が
移
る
。
農
業
問
題
の
構
造
が
変
化
す
る
中
で
農
民
運
動
が
退
潮
し
艇
業
協
同
組
合
巡
励
が
台
頭

い
。
こ
れ
に
つ
い
で
農
村
社
会
（

転
換
が
見
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
ず
敗
戦
の
四
五
年
中
の
記
事
で
は
、
一
一
一
月
に
な
っ
て
「
二
十
年
産
米
の
供
出
難
航
」
（
一
一
一
月
六
日
、
以
下
ｎ
．
６
と
い
う
よ
う
に
略
）

と
い
う
記
事
が
ふ
ら
れ
る
他
は
、
供
出
の
「
好
調
」
を
伝
え
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
「
端
境
期
の
食
紐
は
大
丈
夫
」
（
９
．
７
）
と
い
う

記
事
も
ふ
え
る
こ
と
で
あ
る
。
結
果
的
に
四
五
年
産
米
は
、
肥
料
・
農
機
具
の
不
足
・
天
候
不
順
に
よ
り
、
前
年
産
米
よ
り
三
割
以
上
の
大

、
、

、
、

減
収
と
な
り
、
そ
れ
が
四
六
年
の
食
細
事
情
を
極
端
に
悪
化
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
供
出
促
進
や
輸
入
食
紐
の
懇
請
の
た
め
の
や
や

（
⑫
）
 

過
大
な
公
式
発
表
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
第
二
の
特
徴
は
、
「
命
令
か
ら
話
し
合
い
へ
」
（
８
．
ｍ
）
、
「
目
標

指
示
、
あ
と
は
農
民
に
任
せ
よ
」
（
９
．
２
）
、
「
麦
と
馬
れ
い
し
ょ
供
出
、
あ
と
一
息
の
と
こ
ろ
、
現
地
の
深
い
理
解
を
要
望
」
、
（
９
・
妬
）

「
秋
冬
作
総
合
作
付
の
再
検
討
、
机
上
計
画
一
歩
も
出
ず
、
農
民
は
受
け
つ
け
ぬ
」
（
ｎ
．
１
）
と
い
う
、
供
出
に
お
け
る
腱
民
の
主
体
性

を
強
調
し
た
記
事
が
か
な
り
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
時
中
の
「
勝
ツ
タ
ど
の
有
無
を
い
わ
せ
ぬ
供
出
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
納
得
供
出
」

へ
の
変
化
を
表
わ
し
て
お
り
、
制
度
的
に
は
「
昭
和
一
一
十
年
産
米
供
出
要
綱
」
（
四
五
年
一
○
月
二
三
日
）
に
基
づ
く
食
紐
供
出
委
員
会
の

第
四
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
一
九
四
九
年
一
○
’
二
一
月
に
は
、
供
出
・
配
給
問
題
が
五
○
・
四
％
と
再
び
過
半
を
超
え
る
勢
い
と
な
る
。

し
か
し
、
内
容
的
に
は
食
糧
危
機
下
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
食
紐
需
給
緩
和
の
下
で
の
供
出
・
配
給
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

■
、

い
・
》
」
れ
に
つ
い
で
農
村
社
会
の
一
八
・
八
％
、
農
協
の
七
・
○
％
が
続
く
が
、
陛
村
不
況
を
示
す
記
珈
が
多
く
な
り
、
農
業
問
題
の
局
面

た
い
。

た
の
は
一
九
四
六
年
五
月
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
象
徴
的
現
わ
れ
が
五
月
一
九
日
の
皇
居
前
広
場
で
二
五
万
人
を
集
め
て
開
か
れ
た
飯
米

独
得
人
氏
大
会
（
食
洲
メ
ー
デ
ー
）
で
あ
っ
た
が
、
事
実
主
要
食
極
の
供
給
高
は
一
月
の
八
二
八
万
石
（
米
換
算
）
、
四
月
の
七
八
八
万
石

か
ら
五
月
に
は
六
六
四
万
石
（
七
月
に
は
さ
ら
に
下
っ
て
四
一
四
万
石
）
に
低
下
し
、
東
京
都
の
配
給
実
紙
で
承
て
も
、
一
月
に
は
二
七
万

（
、
）

石
あ
っ
た
も
の
が
五
月
に
は
最
低
の
一
八
万
石
に
低
下
し
、
遅
配
も
一
四
・
三
日
分
と
ほ
ぼ
半
月
分
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

『
埼
玉
新
聞
』
よ
り
供
出
・
配
給
関
係
の
記
事
を
項
目
別
、
時
期
別
に
整
理
し
た
表
２
に
よ
っ
て
も
、
四
六
年
一
’
’
一
一
月
期
か
ら
記
事

量
が
増
加
し
、
四
’
六
月
期
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
と
も
に
、
「
供
出
不
応
・
強
権
発
動
」
と
い
う
緊
張
し
た
場
面
を
伝
え
る
も
の
も
急

増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
配
給
関
係
記
事
も
増
大
す
る
が
、
埼
玉
県
は
全
国
の
中
で
も
最
も
遅
配
が
少
な
い
県
で
あ
っ
た

（
ｕ
）
 

と
い
う
特
殊
性
も
あ
っ
て
、
記
事
且
』
は
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
供
出
関
係
記
事
を
中
心
に
そ
の
内
容
の
推
移
を
追
っ
て
象

し、
○ 

第
一
期

第
二
期

第
三
期

第
四
期

以
上
四
つ
の
記
事
量
か
ら
ふ
た
ピ
ー
ク
の
性
格
の
違
い
を
ふ
ま
え
、
仮
説
的
に
以
下
の
時
期
区
分
を
と
り
分
析
を
進
め
る
こ
と
と
し
た

食
籾
の
絶
対
的
不
足
と
い
う
事
態
は
、
敗
戦
前
後
か
ら
す
で
に
深
刻
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
危
機
的
様
相
に
ま
で
高
ま
つ

一
九
四
五
年
八
月
’
四
六
年
六
月

一
九
四
六
年
七
月
’
四
七
年
三
月

一
九
四
七
年
四
月
’
四
八
年
六
月

一
九
四
八
年
七
月
’
五
○
年
六
月

三
敗
戦
直
後
の
農
業
問
題
一
九
四
五
年
八
月
’
四
六
年
六
月

ｌ
食
糧
危
機
Ｉ ｌ
食
糧
危
機
１

１
農
村
政
治
危
機
１

１
農
地
改
革
の
進
行
１

１
食
糧
危
機
か
ら
の
脱
出
Ｉ

。
●
一
Ｆ
』
』
｜
・
辰
陣
ト
脾
距
Ｉ
ト
レ
ト
ト
鈩
叫
ｒ
Ｌ
ｌ
卜
小
作
に
ト
レ
ｒ
ャ
ｒ
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表２供出・配給関係記事の推移 、
の
べ

罰
三
一
ｅ
ヨ
ー
霊
祭
望
裏
揺
活
巡
蕊

供出不応
および強
権発動

供出促進
および完
納祝

供出割当
および進
捗状況

天ｉｌ突出z塗､；

その他’計急５１凶

湖進|鍋灘繍漢Mi1価格.綴

朧
月

1９４５．８－９ 

１０－１２ 

１９４６．１－３ 

４－６ 

７－９ 

１０－１２ 

１９４７．１－３ 

(100.0） 

(100.0） 

(100.0） 

(100.0） 

(１５）１ 

(7.7）１ 

(1.0）１ 

(1.7）３ 

６５ 

１３ 

１００ 

１７９ 

【】

(6.2）４ (21.5）１４ 

(7.7）１ 

(19.0）１９ 

(16.2）２９ 

(17.0）１７ 

(14.5）２６ 

］ 

(100.0） 

(100.0） 

(100.0） 

(3.6）６ 

(3.8）４ 

(1.5）２ 

166 

104 

133 

[）６）１１（１０８）１８ 
（3.6） 

（4.8） 

（６０） 

(9.6）１６ 

(7.7）８ 

(14.3）１９ 

(58.4）９７ 

(68.3）７１ 

(30.8）４１ 

６
５
８
 

。□Ｉｌ巴

)〕１１（９０５）９

Ｊ）４１（g－ｔｄ 4６１（３．０）４１（５と

(100.0） 

(100.0） 

(100.0） 

(100.0） 

(100.0） 

(5.0）３ 

(9.8）５ 

ｌＩｉ１Ｉ１ｉｉｌｉｌ;]鱗

０
１
３
７
４
 

６
５
１
７
０
 

１
１
 

（85.0） 

（86.3） 

(100.0） 

（88.8） 

（81.7） 

!):|(:３： 
(15． 

(11. 

(150）９ 

(５９）３ 

（8.3）５ 

（7.8）４ 

１(菱::１４：
,(11.5）１２ 

(40.0）２４ 

(51.0）２６ 

(53.8）７ 

(41.8）７４ 

(50.0）５２ 

(68.0）６６ 

(44.1）６７ 

(23.9）１６ 

(31.0）１３ 

(45.1）３２ 

(69.6）８７ 

，(404）４２ 

４－６ 

７－９ 

10-12 

1948.1-3 

４－６ 
－ 

７－９ 

１０－１２ 

１９４９．１－３ 

４－６ 

７－９ 

１０－１２ 

１９５０．１－３ 

４－６ 

(2.3）４ 

(2.9）３ ::|(::)： 
（５． 

（７． 

(13.6）２４ 

（6.7）７ 

雛
(2.1）２ 

(3.3）５ 

群llIiLI隣
O） 

o） 

o） 

o） 

o） 

o） 

O） 

o） 

ｗ
ｍ
ｍ
⑫
刀
妬
“
７

１
 

１
１
 

(84.6） 

（86.2） 

(100.0） 

（73.8） 

（93.0） 

（95.2） 

|(,ｉｉｉ： 

（２１）２ 

(17.1）２６ 

1）２ 

９）９ 

０）６ 

５）４ 

７）９ 

２）４ 

６）１０ 

１）４ 

（２． 

（４． 

(35． 

（２ 

（１ 

（２． 

(19. 

3）１０ 

５）２２ 

３）２１ 

８）１０ 

５）１６ 

６）２２ 

２）２０ 

(10． 

(14． 

(31． 

(23． 

(22． 

(17. 

,(19. 

（7.1） 

(11.3） 

（2.4） 

（4.8） 

(42.9） 

３
８
３
５
３
 

(5.6）４ 

(3.2）４ 

(1.0）１ 

DＣ 
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(注）１）表１の数値と若干異なるが，作業の過程で分類に不術があるためである.後日再集計を期したい，
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淵
旦
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ｅ
鋼
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冊
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岳
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挫
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・
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Ｍ
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趨
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竺
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璽
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表３食糧不正・犯罪関係記事の推移 鄙
や
、廻
鍵
Ｑ
腿
題
鵜
蝋
浸
掛
椅
巡
群

隠匿退蔵｜買出し|騨最誌５１その他汚職
横流し

計
闇｜食糧盗難｜野荒し
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1947. 

】０
。

０００）２Ｕ ０－０ ､１」「１

L」

DＯＵ 
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３４）９１（１０ 1948. 

000）９８ 
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１
１
 

Ｆ
Ｌ
 0 
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】０
］ [］ 
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〕0ｍ
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ｌＣ 
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戦後改革期農業問題の椛造

］
①
一
℃
。
】
’
四

一
－
ｍ

『
’
＠

拝
Ｃ
ｌ
］
図

説］＠ｍ○・牌》
術
坤
翠

害
一
口

（
冨
）
》
『
鰐

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
径

遡
の
絶
対
的
不
足
と
い
う
条
件
の
下
で
は
、

躍
す
る
余
地
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

等
が
見
立
ち
、
食
垣

浮
び
上
っ
て
く
る
。

こ
れ
と
の
関
連
で
、
農
村
社
会
の
記
事
を
承
る
と
、
「
肥
料
と
米
の
物
交
」
（
５
．
３
）
、
「
交
通
不
便
で
肥
料
が
来
な
い
」
（
５
．
叩
）
、

「
修
繕
に
も
米
を
要
求
き
る
、
農
機
具
の
入
手
難
」
（
５
．
別
）
、
「
八
里
の
道
を
汲
取
に
、
昔
に
還
る
艇
家
の
並
尿
汲
り
」
（
６
．
３
）
、
「
全

農
家
一
合
づ
つ
持
寄
り
、
非
農
家
戦
災
者
に
雑
炊
の
給
食
」
（
６
・
邪
）
、
「
食
紐
増
産
に
重
点
、
第
五
次
土
地
改
良
計
画
決
る
」
（
６
．
肥
）

等
が
見
立
ち
、
食
糧
危
機
↓
増
産
の
必
要
↓
そ
の
た
め
の
肥
料
・
農
機
具
・
土
地
改
良
が
農
家
に
と
っ
て
切
実
で
あ
っ
た
と
い
う
構
図
が

ｂ
一
ｍ
ｍ
’
＠

］
。
－
房
画

し
←
の
。
房
－
国

ト
ー
の

『
’
＠

」
。
’
』
国

｛
①
ト
ヨ
」
得
’
四

Ｐ
ｌ
⑦
 

『
Ｉ
Ｄ

］
Ｃ
ｌ
］
、

】
や
一
ｍ
・
澤
’
四

ト
ー
の

さ
て
次
に
農
地
改
革
関
係
の
記
事
で
あ
る
が
、
表
４
で
糸
て
も
こ
の
時
期
数
と
し
て
は
多
く
な
い
が
、
土
地
取
上
な
ど
の
地
主
・
小
作

関
係
に
関
す
る
も
の
と
、
自
作
農
化
を
自
主
的
に
進
め
た
事
例
を
紹
介
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
「
小
作
地
の
返
還
続
出
、

権
威
あ
る
斡
旋
機
関
を
急
速
に
設
け
よ
」
（
妬
．
９
．
６
）
、
「
地
代
上
げ
ね
ば
腿
地
を
か
へ
せ
」
妬
・
１
．
７
）
、
「
小
作
人
を
だ
ま
し
地
代

を
四
倍
に
上
げ
る
」
（
３
店
）
、
「
経
営
管
理
で
抗
争
、
小
作
地
の
取
上
げ
に
秋
久
の
腱
民
組
合
」
（
４
．
翌
、
「
断
水
を
は
か
っ
て
ま
で
耕

地
引
上
げ
を
や
る
悪
差
配
」
（
５
．
ｍ
）
、
「
立
入
禁
止
を
通
報
、
ひ
ど
い
耕
地
取
上
げ
、
田
園
へ
行
け
ば
も
う
他
人
が
耕
作
」
（
６
．
２
）
、

「
米
よ
こ
さ
ね
ば
小
作
地
返
せ
、
こ
ん
ど
は
悪
地
主
」
（
６
．
四
）
と
い
う
よ
う
に
農
地
改
革
必
至
と
い
う
附
勢
の
中
で
地
主
の
土
地
取

上
が
始
っ
て
い
る
こ
と
を
報
じ
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
食
極
事
情
の
悪
化
と
も
関
連
し
、
「
一
俵
に
つ
き
一
一
升
の
小
作
料
」
（
３
．
翌

を
要
求
す
る
事
例
も
あ
り
、
こ
れ
が
小
作
人
の
供
出
を
阻
害
す
る
の
で
問
題
だ
と
す
る
記
事
が
み
え
る
の
も
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。

後
者
の
自
作
農
創
設
で
は
、
自
主
的
に
こ
れ
を
行
お
う
と
す
る
動
向
に
関
す
る
も
の
で
、
「
自
作
農
創
設
、
一
一
ヶ
月
半
で
千
町
歩
」
（
４
．

空
、
「
大
和
町
に
自
作
農
促
進
組
合
」
（
５
．
，
）
、
「
十
町
歩
の
小
作
地
無
仙
で
解
放
、
日
勝
村
渋
谷
挫
業
会
長
の
美
挙
」
（
６
．
，
）
、
「
埼
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こ
の
段
階
で
は
食
糧
ブ
ロ
ー
カ
ー
摘
発
に
関
す
る
も
の
が
少
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
食

件
の
下
で
は
、
隠
匿
や
横
流
し
が
優
村
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
組
織
的
に
活
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戦後改革期避業問題の構造論 説

葛
五
月
の
自
作
農
一
一
百
廿
八
町
歩
」
（
６
・
顕
）
と
い
う
記
事
が
ふ
え
る
。
こ
の
時
期
は
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
股
地
改
革
の
必
要
が

食
糧
増
産
・
供
出
と
の
関
連
で
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
「
土
地
解
放
は
先
決
問
題
、
地
主
の
所
有
権
維
持
は
不
可
能
、
増

産
に
は
思
ひ
切
っ
た
施
策
を
」
（
妬
、
・
５
）
と
い
う
線
に
沿
っ
て
、
供
出
を
阻
害
す
る
土
地
取
上
や
小
作
料
の
値
上
は
「
悪
」
で
、
自

主
的
な
自
作
農
創
設
は
「
美
挙
」
と
い
う
論
調
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
農
民
運
動
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
が
表
５
に
よ
れ
ば
、
農
民
組
合
・
農
民
団
体
の
結
成
を
伝
え
る
も
の
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

る
・
戦
後
の
民
主
化
助
長
と
い
う
雰
囲
気
の
中
て
「
川
越
農
民
組
合
結
成
に
青
年
層
決
起
」
（
妬
．
１
．
ｍ
）
、
「
農
組
の
結
成
で
建
設
の

一
歩
」
（
２
．
ｍ
）
と
い
う
農
民
組
合
誕
生
を
伝
え
る
記
事
と
と
も
に
、
「
若
き
熱
情
の
結
び
、
埼
玉
村
理
想
の
青
年
団
新
生
」
（
妬
立
．

５
）
、
「
七
団
体
が
統
合
、
川
越
民
主
連
盟
結
成
」
（
６
．
空
と
い
う
農
村
諸
団
体
の
結
成
・
連
合
を
伝
え
る
記
事
も
多
く
、
一
九
四
六
年

五
月
に
は
、
「
政
治
結
社
五
一
庭
達
す
、
昂
揚
し
た
県
民
の
政
治
意
識
を
反
映
」
（
５
．
９
）
と
当
時
の
状
況
が
総
括
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

運
動
の
内
容
を
ふ
る
と
、
「
食
糧
の
危
機
克
服
へ
、
村
に
も
街
に
も
組
合
運
動
」
（
１
．
７
）
、
「
小
作
地
の
解
放
叫
蔓
横
瀬
村
に
自
治
研
究

会
」
（
１
．
皿
）
、
「
農
組
・
労
組
代
表
が
デ
モ
大
会
、
県
庁
の
隠
退
蔵
物
資
を
民
主
管
理
に
移
せ
」
（
４
・
翌
、
「
強
権
反
対
の
決
意
、
北
埼

地
区
農
組
連
合
会
代
表
、
地
方
事
務
所
長
に
決
議
文
手
交
」
（
５
．
８
）
、
「
麦
の
民
主
管
理
認
め
よ
、
大
里
郡
農
民
団
体
県
へ
要
求
」
（
５
．

翌
、
「
小
作
地
不
法
引
上
に
対
抗
、
北
埼
で
幾
組
結
成
に
着
手
」
（
５
．
邪
）
、
「
自
主
供
出
を
協
議
、
汁
一
日
似
民
組
合
委
員
会
開
く
」

（
６
．
２
）
と
い
う
よ
う
に
、
農
地
解
放
・
土
地
取
上
反
対
な
ど
の
農
地
改
革
関
連
記
事
と
強
権
供
出
反
対
・
食
籾
の
民
主
的
管
理
を
求

め
る
食
糧
問
題
関
連
記
事
が
中
心
で
あ
り
、
と
り
わ
け
供
出
問
題
が
農
民
運
動
の
大
き
な
焦
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
時

期
の
農
民
運
動
は
、
い
ま
だ
組
織
の
結
成
途
上
に
あ
り
十
分
な
力
量
を
蓄
え
て
い
る
と
は
い
い
難
い
が
、
当
面
す
る
緊
急
課
題
で
あ
る
供

出
問
題
や
土
地
取
上
問
題
等
に
取
組
む
中
で
急
速
に
影
響
力
を
拡
げ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
検
討
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
最
大
の
焦
点
は
食
紐
の
絶
対
的
不
足
と
い
う
食
紐
危
機
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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Ｓ
Ｐ
ｅ
Ｅ
 

（
得
つ
つ
。
。
）
】
『

（
鐸
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
画

（
梓
○
○
・
○
）
、

（
傍
○
○
・
○
）
〕
□

（
得
○
○
・
○
）
『

（
得
Ｃ
○
・
つ
）
、

］
①
，
①
）
四
己

］
つ
‐
（

」
｛
】
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戦後改革期農業問魍の椛造論 説

艇
地
改
革
の
必
要
性
も
食
糧
増
産
と
の
関
連
で
強
く
意
識
さ
れ
》
健
民
迩
助
の
課
題
も
供
出
問
題
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
不
正
・
犯
罪

の
性
格
も
食
糧
盗
難
や
隠
匿
・
横
流
し
と
い
う
食
湿
の
絶
対
的
不
足
と
い
う
状
況
に
規
定
さ
れ
た
性
格
の
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
戦
時

下
の
強
権
的
統
合
か
ら
農
村
民
主
化
へ
と
い
う
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
な
政
治
的
環
境
の
変
化
の
中
で
、
食
糀
危
機
が
進
行
し
た
の
で
あ
り
、
こ

の
時
期
の
農
業
問
題
の
性
格
把
握
も
こ
う
し
た
大
枠
を
踏
え
て
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
九
四
六
年
七
月
以
降
も
食
糧
不
足
は
依
然
深
刻
で
あ
っ
た
。
七
月
・
八
月
の
端
境
期
に
は
、
’
八
四
万
石
に
も
達
す
る
輸
入
食
紐
の

放
出
が
な
け
れ
ば
、
都
市
居
住
者
は
そ
の
日
を
食
い
繋
ぐ
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
四
六
年
産
米
お
よ
び
甘
し
ょ

が
豊
作
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
政
府
は
二
月
か
ら
配
給
量
を
一
人
一
一
合
一
勺
か
ら
一
一
合
五
勺
に
引
上
げ
、
国
民
の
食
紐
不
安
解
消
に

つ
と
め
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
食
糧
危
機
が
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
年
明
け
の
四
七
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
主
要
都

（
応
）

市
で
の
遅
配
が
再
び
常
態
化
し
、
東
京
で
は
三
月
の
遅
配
分
は
一
五
・
八
日
に
も
上
っ
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
、
四
六
年
産
米
の
供
出
促

進
を
第
一
義
的
課
題
と
し
、
供
出
の
一
○
○
％
達
成
、
超
過
供
出
の
奨
励
、
ヤ
ミ
の
徹
底
的
取
締
、
悪
質
不
供
出
者
の
摘
発
等
を
内
容
と

す
る
「
昭
和
二
十
一
年
産
米
供
米
対
策
要
綱
」
巧
・
２
．
翌
を
閣
議
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
こ
の
時
期
は
、
一
○
月
に
農
地
調
整
法
改
正
法
律
・
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
が
公
布
さ
れ
、
二
一
月
に
は
市
町
村
農
地
委
員
・

翌
四
七
年
一
一
月
に
は
都
道
府
県
農
地
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
等
、
農
地
改
革
実
施
に
向
け
て
本
格
的
な
準
備
が
進
む
過
程
で
あ
っ
た
。

本
節
で
は
、
依
然
と
し
て
継
続
す
る
食
糧
危
機
、
農
地
改
革
実
施
準
備
と
い
う
一
一
つ
の
基
本
動
向
の
中
で
処
民
・
農
村
が
如
何
な
る
反
応

も
ち
ろ
ん
埼
玉
県
と
い
え
ど
も
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
供
麦
初
の
強
権
、
幸
松
村
惰
艇
に
断
」
（
妬
・
加
・
９
）
、
「
供
米

割
当
是
正
を
要
求
」
五
・
町
）
、
「
北
埼
田
ヶ
谷
村
の
供
米
問
題
化
、
役
場
の
手
落
に
農
民
怒
る
、
割
当
是
正
を
当
局
に
要
求
」
（
⑪
・
１
・

包
、
「
供
出
不
振
地
区
へ
の
方
針
、
県
は
新
対
策
強
行
か
」
（
３
．
Ⅲ
）
等
の
供
米
割
当
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
供
出
不
振
者
対
策
を
報
ず

ろ
も
の
屯
あ
る
。
し
か
し
、
全
国
一
の
供
米
成
絞
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
埼
玉
県
の
特
殊
性
を
割
引
い
て
も
、
供
出
好
調
と
い
う
論
調
は

前
期
と
著
し
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
全
国
的
に
は
依
然
と
し
て
食
糧
の
絶
対
的
不
足
と
い
う
食
紐
危
機
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で

を
示
す
か
に
注
目
し
つ
つ
、
こ
の
時
期
の
農
業
問
題
の
榊
図
を
探
り
た
い
。

ま
ず
依
然
と
し
て
鰻
大
の
記
事
比
重
を
占
め
る
供
出
、
配
給
関
係
記
事
で
あ
る
が
、
供
出
割
当
と
供
出
進
捗
状
況
に
関
す
る
も
の
、
供

出
促
進
に
関
す
る
も
の
、
そ
れ
に
一
九
四
七
年
一
’
三
月
期
の
「
供
米
対
策
」
と
絡
ん
で
の
超
過
供
出
問
題
に
関
す
る
も
の
が
大
き
な
ウ

ェ
イ
ト
を
占
め
る
。
し
か
し
、
前
期
と
著
し
く
異
な
る
点
は
、
供
出
の
好
調
を
伝
え
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
七
・
八
月

の
端
境
期
に
は
、
「
馬
鈴
薯
・
麦
の
供
出
割
当
突
破
」
（
妬
・
７
．
８
）
、
「
甘
藷
の
作
況
頗
る
良
い
」
（
８
．
超
）
と
い
う
状
況
が
報
じ
ら
れ
、

九
・
一
○
月
に
は
、
「
麦
・
馬
鈴
薯
も
予
想
外
の
豊
作
！
」
（
９
．
４
）
「
川
越
い
も
割
当
外
供
出
二
千
俵
、
輸
送
出
来
ぬ
と
嬉
し
い
悲
鳴
」

（
皿
。
、
）
、
「
お
い
も
氾
濫
の
対
策
決
る
」
（
皿
・
翌
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
問
題
の
四
六
年
産
米
の
供
出
に
つ
い
て
も
、
「
県
供

米
順
調
、
一
月
中
に
完
納
か
、
最
好
況
は
北
埼
の
十
万
余
石
」
五
・
”
）
と
伝
え
ら
れ
、
翌
一
九
四
七
年
一
月
末
に
は
、
「
供
米
ゴ
ー
ル

寸
前
、
全
国
一
の
成
績
、
完
納
街
道
饗
進
、
九
九
・
四
％
」
（
〃
ｉ
ま
）
、
「
供
米
全
国
の
ト
ッ
プ
で
完
納
愈
超
過
供
出
も
来
月
中
旬
確

実
」
（
１
．
躯
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
全
国
的
に
は
、
｜
月
末
で
割
当
の
七
二
・
九
％
の
供
出
率
で
あ
る
か
ら
、
埼
玉
の
供
米
は
極
め
て

（
咽
）

好
調
で
あ
っ
た
と
い
鰐
え
る
。
し
た
が
っ
て
埼
玉
の
場
合
は
、
一
一
月
以
降
焦
点
が
超
過
供
出
に
絞
ら
れ
て
い
き
、
「
超
過
供
出
一
割
酒
造
案

実
現
、
実
施
許
可
本
県
の
糸
、
県
民
に
及
ぼ
す
利
益
甚
大
」
（
２
．
町
）
と
い
う
他
県
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
知
事
提
案
ま
で
飛
び
出

実
現
、
実
施
許
可
本
県
の
糸
、
県
民
に
及
》

し
、
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
農
村
政
治
危
機
下
の
農
業
問
題
一
九
四
六
年
七
月
’
四
七
年
三
月

ｌ
農
民
運
動
の
高
揚
Ｉ

２７０ 
２７Ｚ 
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居
眼
⑪
〕
い
い
‐
０
０
肝
０
１
１
‐
。
．
’
‐
幼
ｆ
・
ｈ
ｗ
‐
・
や
Ｉ
■
『
０
１
０
・
Ｐ
１
印

論 説 戦後改革期股業問題の柵造

定
・
別
）
と
さ
れ
た
が
、
選
挙
後
「
農
委
選
に
異
議
起
る
、
南
埼
黒
浜
村
」
（
幻
・
１
．
６
）
、
「
魁
委
改
選
小
作
厨
起
つ
、
北
武
蔵
で
再
選

拳
早
く
も
十
数
ヶ
所
」
（
１
．
翌
、
「
市
町
村
の
農
委
再
選
挙
続
出
か
、
川
俣
村
（
北
埼
）
近
直
し
」
（
２
．
２
）
、
「
改
選
ま
た
改
選
、
操
め

る
旭
村
農
委
選
挙
」
（
２
企
）
、
と
い
う
よ
う
に
異
議
申
立
が
続
出
し
、
選
挙
や
り
直
し
を
し
た
と
こ
ろ
も
全
体
の
一
一
割
に
も
及
ん
だ
の

で
あ
る
。
ま
た
一
一
月
の
県
農
地
委
員
選
挙
で
も
当
初
「
低
調
」
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
結
果
的
に
は
投
票
率
は
九
一
一
一
％
を
超
え
、
「
日
農

県
連
半
数
獲
得
十
名
当
選
す
」
（
２
．
翌
と
い
う
情
勢
と
な
っ
た
。
農
地
委
員
選
挙
を
通
し
て
農
村
の
政
治
的
対
立
が
鮮
明
と
な
り
、
そ

の
中
で
日
農
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
。

農
地
委
員
選
挙
以
外
で
目
立
つ
の
は
、
土
地
取
上
を
め
ぐ
る
小
作
争
議
で
あ
っ
た
。
第
二
次
農
地
改
革
実
施
必
至
と
い
う
怖
勢
の
下

で
、
「
処
地
改
革
を
め
ぐ
る
小
作
争
議
、
一
月
か
ら
一
一
百
七
十
件
」
（
７
．
”
）
と
多
発
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
物
納
を
強
制
す
る
、
悪

地
主
に
断
乎
鉄
槌
」
（
７
・
翌
「
地
主
・
小
作
人
の
抗
争
非
る
、
不
法
土
地
引
上
げ
に
闘
う
腱
組
」
（
皿
．
、
）
、
「
地
主
・
小
作
の
紛
争
、
殆

ど
小
作
人
側
の
勝
利
、
強
力
に
開
放
の
駒
を
進
め
る
農
組
一
一
百
」
（
ｍ
・
巴
、
「
小
作
は
団
体
納
め
、
闇
売
耕
地
の
公
価
超
過
分
は
返
一
民
、

農
組
遂
に
地
主
に
勝
つ
」
（
ｎ
．
翌
と
い
っ
た
農
民
組
合
の
攻
勢
・
主
導
で
問
題
を
解
決
し
て
い
く
例
が
多
い
。
農
地
改
革
推
進
の
主
体

者
と
し
て
農
民
組
合
が
力
を
つ
け
、
避
村
政
治
情
勢
を
変
え
つ
つ
あ
っ
た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
同
時
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
前
期
に
承
ら
れ
た
食
粗
問
題
・
供
出
問
題
と
の
関
連
を
意
識
し
て
農
地
改
革
問

題
を
報
じ
た
も
の
が
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
埼
玉
県
で
は
「
供
出
好
調
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
食
祇
事
情
の
一
定

の
「
好
転
」
が
承
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
農
地
改
革
が
食
紐
問
題
の
解
決
を
は
か
る
根
本
的
手
段
と
の
認
識
が
次
第
に
薄
れ
、
農
村
民
主

化
の
手
段
と
い
う
位
侭
付
に
収
散
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
と
ふ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

最
後
に
、
こ
の
時
期
記
珈
量
が
多
く
な
る
農
民
運
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
一
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
前
期
以
上
の
拡

が
り
を
も
っ
て
農
民
組
合
の
結
成
が
各
地
で
相
次
い
だ
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
瞭
原
の
火
の
如
く
県
下
に
農
民
組
合
勢
力
が
拡
が
っ
て
い

、
、

あ
る
が
、
こ
の
時
期
食
糧
危
機
解
消
へ
の
曙
光
が
見
え
は
じ
め
た
と
い
う
変
化
ｊ
四
）
正
当
に
評
価
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
こ
の
時
期
の
食
廠
を
め
ぐ
る
不
正
・
犯
罪
の
性
格
は
ど
う
変
化
し
た
か
を
ゑ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
一
に
指

摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
記
事
量
自
体
が
著
し
く
少
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
内
容
的
に
は
前
期
の
食
紐
盗

難
か
ら
闇
に
比
重
が
移
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
大
が
か
り
な
主
食
の
闇
検
挙
」
（
妬
・
７
．
昭
）
、
「
断
乎
た
る
処
世
を
と

る
、
悪
質
な
主
食
の
持
出
し
」
（
〃
・
１
．
超
）
、
「
東
武
の
闇
、
什
日
一
斉
検
挙
」
（
１
．
皿
）
、
「
一
般
の
協
力
で
闇
屋
を
追
放
」
（
２
主
）

と
い
っ
た
記
事
が
目
立
つ
。
、
も
ち
ろ
ん
都
市
で
は
遅
配
が
依
然
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
以
上
、
「
余
り
お
腹
が
空
い
た
の
で
夫
婦
で
薯
を

失
敬
、
貢
へ
な
い
買
出
部
隊
の
一
幕
」
（
７
．
３
）
、
「
手
あ
た
り
次
第
米
麦
二
八
俵
を
、
四
○
女
の
土
蔵
破
り
」
（
７
．
６
）
と
い
っ
た
記
珈

も
あ
る
が
、
四
六
年
秋
以
降
は
こ
う
し
た
記
事
が
ほ
と
ん
ど
影
を
ひ
そ
め
る
の
で
あ
る
。
ま
た
前
期
に
引
統
ぎ
避
業
会
の
役
員
な
ど
の
食

糧
横
流
し
、
横
領
な
ど
の
記
事
氷
）
か
な
り
あ
る
が
、
「
大
小
麦
七
百
六
十
俵
を
隠
匿
か
、
農
組
が
一
一
一
芳
村
農
業
会
の
幹
部
摘
発
」
（
８
．

超
）
、
「
農
業
会
長
、
元
村
長
ら
共
謀
の
横
流
し
、
米
二
百
俵
、
麦
類
一
一
一
百
五
十
俵
」
（
９
．
７
）
、
「
隠
匿
米
で
儲
け
た
金
で
宴
会
、
と
ん
だ

模
範
村
本
畠
の
農
業
会
」
ｎ
．
１
）
と
い
う
よ
う
に
、
大
型
・
悪
質
化
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
埼
玉
の
腱
村
地
帯
に
限
っ
て
み
れ

ば
、
食
糧
そ
の
＄
〕
の
の
絶
対
的
不
足
と
い
う
状
態
は
か
な
り
改
善
さ
れ
、
む
し
ろ
多
少
農
家
や
農
業
会
の
手
持
並
が
増
加
し
た
こ
と
を
基

礎
に
、
闇
や
横
流
し
が
横
行
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
こ
の
時
期
、
急
速
に
記
事
量
が
増
大
し
、
第
二
の
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
健
地
改
赦
関
係
記
酬
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
表

４
に
示
し
た
よ
う
に
、
農
地
改
革
関
係
で
岐
大
の
焦
点
は
、
’
二
月
に
執
行
さ
れ
た
市
町
村
農
地
委
負
の
選
挙
と
翌
四
七
年
一
一
月
の
県
挫

地
委
員
選
挙
で
あ
っ
た
。
生
ず
二
月
に
は
、
川
口
市
で
鰹
地
委
員
会
を
全
市
一
区
と
し
て
設
置
す
る
か
地
区
別
設
肚
と
す
る
か
で
、
農

民
組
合
と
市
側
が
対
立
し
、
「
農
民
組
合
知
事
の
裁
断
を
要
請
、
全
市
一
区
制
は
艇
地
解
放
を
阻
む
」
（
ｎ
．
妬
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
農
地
委
員
選
挙
そ
の
＄
）
の
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
「
初
の
農
地
委
員
選
挙
完
了
、
低
調
裡
に
終
始
す
、
投
票
率
の
最
高
は
地
主
層
」
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っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
第
一
一
厘
農
民
組
合
の
活
動
内
容
で
あ
る
が
、
腱
地
改
革
問
題
・
供
出
問
題
を
は
じ
め
様
変
な
闘
争
課
題

に
菰
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
農
地
改
革
・
対
地
主
闘
争
で
は
「
悪
地
主
に
対
処
、
岡
部
健
民
組
合
で

農
地
対
策
委
員
を
設
置
」
（
妬
．
８
．
Ⅲ
）
、
「
飛
行
場
の
耕
地
を
返
せ
、
新
和
村
の
幾
組
で
運
動
開
始
」
（
８
．
忽
、
「
地
主
階
級
に
反
発
、

北
埼
農
組
の
闘
争
活
発
」
（
９
．
翌
、
「
稲
を
無
断
で
刈
取
る
、
悪
地
主
に
〃
日
没
県
連
〃
が
闘
争
」
（
、
・
２
）
、
「
第
二
次
農
地
開
放
に
対

処
、
挫
組
の
結
成
は
倍
加
、
政
治
運
動
に
も
活
発
、
地
主
と
の
抗
争
激
烈
」
（
ｎ
．
１
）
、
「
挫
組
側
の
攻
勢
に
辞
易
、
尾
田
蒔
村
の
地
主

連
、
県
に
泣
訴
」
（
ｎ
．
翌
、
「
第
二
次
農
地
改
革
に
弱
点
あ
り
、
供
米
管
理
の
議
論
も
起
る
、
気
勢
を
挙
げ
た
四
日
の
関
東
農
民
大
会
」

（
皿
・
６
）
、
「
悪
地
主
を
摘
発
せ
よ
、
大
里
郡
の
農
民
大
会
、
代
表
が
深
谷
署
へ
デ
モ
」
五
・
肥
）
、
と
い
う
よ
う
に
農
民
組
合
が
対
地
主

闘
争
も
含
め
て
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
供
出
問
題
に
つ
い
て
も
、
「
供
出
民
主
化
を
目
途
、
東
武
農
民
大
会
を
開
く
」

（
皿
ｉ
）
、
「
割
当
を
公
開
せ
よ
、
な
だ
れ
こ
む
幾
組
百
数
名
」
（
汕
・
、
）
、
「
赤
旗
鴎
し
天
降
り
割
当
反
対
絶
叫
、
比
企
供
出
協
議
会
農

組
の
騒
擾
で
流
会
」
（
、
血
）
、
「
川
俣
村
農
民
組
合
、
割
当
軽
減
陳
情
」
（
、
。
Ⅲ
）
と
主
と
し
て
供
米
割
当
問
題
で
腱
民
組
合
が
活
動
し

て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
そ
の
他
に
も
、
「
今
直
ぐ
肥
料
を
、
北
埼
の
農
民
代
表
議
会
へ
陳
情
」
（
８
．
６
）
、
「
’
一
百
町
歩
を
開
墾
、
本

畠
村
農
民
組
合
で
計
画
」
（
、
・
６
）
、
「
区
画
整
理
の
中
止
、
県
南
の
農
民
大
会
で
要
求
」
（
⑪
．
３
．
１
）
と
い
う
よ
う
に
、
艇
民
が
当
面

す
る
諸
問
題
に
も
農
民
組
合
が
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
四
七
年
一
’
’
’
一
月
期
に
は
、
日
農
本
部
の
対
立
を
反
映
し
て
腱
民
組
合
内
部
の
対
立
を
報
じ
る
も
の
が
多
少
で
て
く
る
が
、
「
農

民
団
体
協
議
会
の
脱
皮
、
暹
し
ぎ
新
農
村
建
設
へ
、
日
鍵
県
連
・
県
坐
業
会
・
農
民
の
大
同
団
結
推
進
」
（
皿
・
邪
）
、
「
熊
谷
の
両
幾
組
合

併
」
（
〃
ｉ
・
加
）
、
「
農
地
解
放
へ
、
日
農
・
農
協
の
提
携
成
る
」
（
１
．
邪
）
と
い
う
よ
う
に
、
む
し
ろ
組
織
の
強
化
・
共
闘
の
拡
が
り

を
示
す
記
事
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
農
県
連
を
は
じ
め
と
す
る
農
民
組
合
の
各
方
向
に
わ
た
る
活
発
な
活
動
が
、
農
民
の
共

感
を
え
て
さ
ら
に
各
地
で
挫
民
組
合
が
設
立
さ
れ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
描
い
て
、
農
村
政
治
状
況
を
変
え
つ
つ
あ
っ
た
の
が
こ
の
時
期

こ
の
時
期
の
最
大
の
農
業
問
題
は
、
土
地
所
有
関
係
を
根
本
的
に
変
え
た
農
地
改
革
の
実
施
で
あ
る
こ
と
が
、
一
般
的
に
は
予
想
さ
れ

る
。
し
か
し
、
新
聞
記
事
量
で
承
る
限
り
、
最
大
の
比
重
を
占
め
る
の
は
供
出
・
配
給
と
い
う
食
粗
問
題
で
あ
り
、
鰹
地
改
珈
関
係
記
珈

は
そ
れ
程
多
く
な
い
こ
と
に
ま
ず
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

食
糧
需
給
は
、
前
年
に
多
少
の
「
明
る
さ
」
が
見
え
て
き
た
と
は
い
え
、
依
然
逼
迫
し
た
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
一
九

（
Ⅳ
）
 

四
七
年
七
・
八
・
九
月
と
い
う
端
境
期
に
は
、
主
食
持
越
一
員
が
一
○
○
万
石
を
割
り
、
輸
入
食
樋
の
大
量
放
出
に
順
ら
ざ
る
を
え
な
か
つ

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
時
期
を
、
農
村
政
治
危
機
の
時
期
と
押
え
て
お
き
た
い
。
食
糧
危
機
は
、
確
か
に
継
続
し
て
い
る
も
の

の
、
食
糧
危
機
解
消
へ
の
灰
か
た
望
永
が
で
て
く
る
の
が
こ
の
時
期
で
あ
り
、
処
業
問
題
が
す
べ
て
食
糠
問
題
を
軸
に
椛
成
さ
れ
る
前
期

と
は
あ
き
ら
か
に
異
な
る
。
む
し
ろ
、
食
糧
事
情
の
一
定
の
「
好
転
」
を
支
え
て
い
る
の
は
自
分
達
で
あ
る
と
い
う
処
民
の
自
負
に
基
づ

き
、
農
民
組
合
運
動
は
、
自
信
を
も
っ
て
様
々
な
課
題
に
取
組
ん
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
反
地
主
闘
争
・
供
米
民
主
化
闘
争
・
挫
業

会
等
の
不
正
摘
発
、
さ
ら
に
は
農
地
委
員
選
挙
と
い
う
艇
村
政
治
地
図
の
色
分
け
に
直
接
か
か
わ
る
課
題
を
通
し
て
、
艇
民
は
自
ら
の
意

思
を
表
明
し
行
動
に
立
上
っ
た
。
旧
来
の
農
村
名
望
家
層
を
中
心
と
す
る
秩
序
は
、
こ
の
時
期
は
じ
め
て
本
格
的
な
揺
さ
ぶ
り
に
会
い
、

農
村
民
主
化
闘
争
の
標
的
と
さ
れ
る
。
次
期
に
展
開
す
る
艇
地
改
革
の
順
調
な
進
行
と
い
う
事
態
も
、
こ
の
時
期
の
艇
民
組
合
勢
力
の
急

伸
に
よ
る
挫
村
政
治
危
機
の
醸
成
と
い
う
前
段
階
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
あ
っ
た
。

五
農
地
改
革
期
の
農
業
問
題
一
九
四
七
年
四
月
’
四
八
年
六
月

ｌ
農
地
改
革
の
進
行
１
１
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戦後改革期農業問題の構造
論 説

た
。
ま
た
四
八
年
に
塵
四
七
年
産
米
の
供
出
が
好
調
で
米
の
供
給
高
は
墹
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
出
輸
入
食
粗
に
前
年
以
上
に

（
狙
）

恒
常
的
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
、
四
七
年
六
’
七
月
に
は
二
次
に
わ
た
る
「
食
糊
緊
急
対
策
」
を
雛

（
卯
）

定
し
て
、
効
果
は
限
ら
れ
て
い
た
が
縁
故
米
糺
腔
、
救
援
米
制
度
等
を
導
入
し
て
食
粗
需
給
の
緩
和
に
努
め
、
四
八
年
四
月
に
は
「
主
要

食
糧
一
割
増
産
運
動
」
を
提
唱
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
年
と
比
較
し
て
四
七
年
産
麦
、
馬
鈴
薯
・
米
の
供
出
は
順
調
で
、
輸
入

食
糧
と
合
せ
た
政
府
の
食
糀
需
給
操
作
が
容
易
と
な
り
、
食
糀
事
情
が
よ
り
「
好
転
」
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ

「
逼
迫
」
を
基
調
と
し
つ
つ
も
食
糧
危
機
脱
出
の
見
通
し
を
確
実
に
し
つ
つ
あ
っ
た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

表
２
に
よ
れ
ば
、
供
出
・
配
給
関
係
記
事
の
中
、
圧
倒
的
多
数
は
供
出
割
当
・
進
捗
・
促
進
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
艇
村
で
は
依
然

と
し
て
供
出
を
如
何
に
順
調
に
進
行
さ
せ
る
か
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
供
出
割
当
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
四
七

年
五
月
に
降
雷
・
晩
霜
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
麦
・
馬
鈴
薯
の
割
当
で
も
め
る
。
「
供
出
割
当
の
減
免
を
陳
情
、
電
害
で
全
滅
の

一
一
村
か
ら
」
（
⑭
・
６
．
Ⅲ
）
と
い
う
よ
う
に
割
当
変
更
を
求
め
る
動
き
が
あ
り
、
埼
玉
県
に
対
し
て
は
「
麦
芋
正
式
割
当
決
る
、
麦
一
一
一
八

万
一
一
一
一
○
○
石
、
じ
ゃ
が
芋
九
八
一
万
九
○
○
○
衝
、
何
れ
も
当
初
割
当
の
一
割
五
分
減
」
（
６
．
⑱
）
と
い
う
裁
定
が
で
る
、
し
か
し
、

今
度
は
郡
市
別
割
当
で
操
め
、
「
〃
机
上
割
当
〃
に
爆
弾
動
議
、
北
蔦
杉
戸
町
挫
業
会
怒
る
」
「
無
理
は
承
知
、
亦
情
を
察
せ
よ
、
埼
葛
地
方

本
務
所
」
（
７
．
Ⅲ
）
、
「
割
当
一
割
五
分
削
減
を
陳
情
、
高
坂
村
々
長
ら
」
（
７
．
空
と
い
う
動
が
活
発
と
な
り
、
八
月
に
入
っ
て
「
じ
ゃ

が
芋
割
当
削
減
一
一
百
万
貴
正
式
に
決
る
、
一
一
一
割
を
被
害
地
に
割
振
り
」
（
８
．
２
）
と
い
う
形
で
決
譜
が
つ
く
。
さ
ら
に
四
七
年
産
米
割
当

に
つ
い
て
も
関
東
地
方
は
九
月
に
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
大
被
害
を
蒙
っ
た
た
め
、
「
各
地
の
供
出
割
当
も
め
る
、
食
述
ぅ
反
当
収
趾
、

入
間
の
委
員
会
は
流
会
」
（
ｕ
・
巧
）
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
割
当
を
め
ぐ
る
紛
糾
は
四
八
年
も
続
き
、
「
割
当
減
ら
せ
の
叫
び
、

片
柳
長
官
水
災
地
の
実
情
を
見
聞
」
盆
・
５
・
田
）
「
割
当
に
早
く
も
〃
補
正
〃
陳
情
、
南
埼
七
町
村
」
（
５
．
ｍ
）
、
「
割
当
加
重
だ
、
完

納
ト
ッ
プ
の
福
田
村
む
く
れ
る
」
（
６
．
咽
）
と
い
う
よ
う
な
記
事
が
相
次
ぐ
。
割
当
を
め
ぐ
る
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
は

こ
の
時
期
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
供
出
そ
の
も
の
を
巡
る
記
事
で
あ
る
が
、
供
出
好
調
と
不
振
を
伝
え
る
も
の
が
交
錯
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
四
七
年
産
の
麦
・

馬
鈴
薯
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
馬
鈴
薯
早
く
も
割
当
突
破
（
越
ヶ
谷
）
」
（
６
色
）
、
「
艇
民
の
増
産
意
欲
達
成
さ
る
、
早
期
麦
・
い
も
供
出

完
了
、
割
当
の
二
倍
に
達
し
た
麦
」
（
７
．
５
）
と
い
う
記
那
と
、
「
懸
念
さ
る
県
下
麦
作
、
供
出
見
込
狂
う
」
（
６
．
４
）
、
「
じ
ゃ
が
い
も

完
納
困
難
か
、
二
度
の
雷
害
崇
る
」
（
７
・
迫
）
と
い
う
記
事
が
相
半
ば
す
る
。
ま
た
四
七
年
産
米
に
つ
い
て
も
、
「
栢
間
村
水
害
地
初
の

完
納
、
村
長
ら
一
部
の
反
対
押
切
る
」
窟
．
１
．
７
）
、
「
倉
庫
が
一
杯
で
供
出
出
来
ぬ
、
北
埼
屈
巣
村
で
う
れ
し
い
抗
議
」
（
１
．
Ⅲ
）
と

い
う
記
事
が
あ
る
一
方
、
「
水
害
地
供
米
不
振
」
（
１
．
８
）
、
「
水
害
地
区
埼
葛
完
納
町
村
僅
か
に
一
五
」
（
２
．
８
）
と
い
う
記
邪
が
相
次

ぐ
。
も
っ
と
も
四
七
年
産
米
供
出
は
、
台
風
に
よ
る
水
害
被
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
全
体
と
し
て
は
、
「
供
米
期
限
完
納
な
ら

ず
、
県
仕
上
の
馬
力
望
む
」
（
２
．
ｍ
）
、
「
二
九
町
村
に
最
後
の
響
告
、
県
供
米
協
議
会
」
（
２
．
，
）
、
「
完
納
、
市
郡
は
三
分
の
一
、
強

権
・
摘
発
も
仮
借
せ
ず
」
（
２
．
空
と
い
う
記
事
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
結
果
的
に
は
前
年
と
全
く
逆
の
「
供
米
全
国
の
し
ん
が
り
」

（
、
）

（
３
．
４
）
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
全
国
的
に
は
、
四
七
年
産
米
供
出
は
前
年
よ
り
は
る
か
に
好
調
で
あ
り
、
食
洲
珈
梢
は
「
好
転
」
し
て

い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
埼
玉
県
で
は
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
被
害
が
大
き
く
、
「
供
出
苦
か
ら
投
身
自
殺
」
（
５
．
４
）
者

が
で
る
ほ
ど
の
供
出
不
振
に
あ
え
ぐ
所
が
多
か
っ
た
、
と
い
う
特
殊
性
を
老
噸
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
埼
玉
県
の
供
出
状
況
と
の
関
連
で
、
不
正
・
犯
罪
の
動
向
を
検
討
す
る
と
い
か
な
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

時
期
最
も
記
事
数
が
多
い
の
は
、
食
魍
に
絡
む
汚
職
・
横
流
し
で
あ
り
、
つ
い
で
閥
・
食
撒
ブ
ロ
ー
ヵ
取
締
で
あ
る
。
汚
聯
・
横
流
し
の

例
を
上
げ
れ
ば
、
「
幽
霊
人
口
で
特
配
、
処
業
会
が
五
百
俵
浮
か
す
」
お
・
８
．
９
）
、
「
艇
会
役
員
の
横
流
し
、
符
理
麦
八
七
俵
」
（
８
．

型
）
、
「
底
知
れ
ぬ
大
ヤ
ミ
、
収
賄
横
領
続
を
発
覚
、
男
衾
・
花
園
両
挫
業
会
珈
件
」
（
ｕ
・
翌
、
「
折
原
村
に
飛
火
、
挫
業
会
大
ヤ
ミ
訓
件

拡
る
」
（
ｎ
．
翌
、
「
米
麦
四
○
○
俵
横
流
し
」
（
蛆
．
３
．
ｍ
）
、
「
Ｍ
村
農
業
会
専
務
を
検
挙
、
不
供
出
と
保
管
米
を
ヤ
ミ
流
し
」
（
４
．
ｍ
）
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と
い
う
よ
う
に
前
期
同
様
の
大
型
犯
罪
が
目
に
つ
く
。
ま
た
闇
や
買
出
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
の
記
戦
が
多
い
の
も
特
徴
で
「
闇
列

車
舳
滅
敢
行
、
越
ケ
谷
署
で
東
武
全
線
を
強
襲
」
（
４
．
Ｕ
、
「
県
下
に
雪
崩
れ
込
む
買
出
部
隊
、
相
談
に
乗
る
悪
腱
、
供
出
も
せ
ず
横
流

し
」
（
６
．
皿
）
、
「
闇
か
ら
闇
へ
五
万
貫
、
増
林
村
に
芋
成
金
続
出
」
（
７
．
ｍ
）
、
「
多
い
小
ロ
ャ
ミ
屋
、
半
年
で
千
一
一
一
百
石
買
上
げ
」
（
蛆
．

４
．
，
）
、
「
ヤ
ミ
屋
一
斉
取
締
り
」
（
４
．
咽
）
、
「
四
月
中
の
ヤ
ミ
取
締
、
農
家
の
売
込
み
激
増
、
送
検
六
百
五
十
名
、
押
収
一
一
百
石
」

（
５
企
）
、
「
買
出
隊
蒲
生
駅
を
取
巻
く
、
日
に
持
出
さ
れ
る
じ
ゃ
が
一
一
千
俵
、
悪
挫
に
弊
告
、
ヤ
ミ
充
な
ど
厳
罰
」
（
６
．
，
）
、
「
供
出

前
に
新
麦
が
流
れ
る
、
大
が
か
り
な
ヤ
ミ
売
発
覚
」
（
６
．
町
）
と
い
う
記
事
が
続
く
。
つ
ま
り
、
台
風
被
害
な
ど
で
埼
玉
の
供
出
は
悪
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
第
一
期
の
よ
う
に
絶
対
的
に
供
出
す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
状
態
で
は
な
く
、
む
し
ろ
公
定
価
格
の
供
出
を
嫌
っ
て

ヤ
ミ
に
流
す
、
と
い
う
動
き
が
活
発
だ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
乖
実
、
「
五
一
一
俵
を
押
収
、
悪
農
一
姉
に
乗
出
す
」

（
幻
・
５
．
１
）
、
「
退
蔵
米
舟
五
俵
、
忍
の
農
業
会
倉
庫
で
発
見
」
（
８
．
５
）
、
「
米
を
隠
匿
中
に
捕
わ
る
」
（
蛆
・
２
主
）
、
「
続
々
出
る
隠

匿
品
、
四
氏
宅
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
一
一
台
」
（
３
．
４
）
、
「
新
方
村
の
悪
幾
急
襲
、
肥
桶
な
ど
か
ら
米
が
ゾ
ク
ゾ
ク
」
（
３
企
）
、
「
南
埼
六
ヶ
村

、

を
摘
発
、
所
轄
署
と
連
絡
六
千
石
絞
り
出
す
」
（
４
．
ｍ
）
と
い
う
よ
う
に
摘
発
す
れ
ば
物
は
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
割
当
を
巡
る
ト
ラ
ブ

ル
・
強
権
発
動
の
厳
し
さ
が
こ
の
時
期
の
埼
玉
農
村
の
一
つ
の
特
徴
を
な
す
が
、
そ
れ
は
絶
対
的
な
食
糧
の
不
足
を
基
礎
と
す
る
と
い
う

よ
り
は
、
多
少
の
「
余
裕
」
を
基
礎
と
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
大
砒
の
ヤ
ミ
売
と
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
横
行
が
そ
の
こ
と
を

よ
り
は
、
多
少
の

証
明
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
蒔

く
な
い
。
ま
た
内

さ
て
、
こ
の
時
期
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
挫
地
改
革
関
係
記
事
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
赴
的
に
は
そ
れ
程
多

く
な
い
。
ま
た
内
容
を
表
４
に
よ
り
ふ
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
買
収
・
売
渡
を
め
ぐ
る
諸
紛
争
と
自
作
没
創
設
の
推
進
・
進
捗
状
況

を
示
す
も
の
が
断
然
多
く
、
農
地
委
員
会
に
関
す
る
も
の
は
選
挙
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
前
期
程
多
く
な
い
。
ま
ず
挫
地
改
革
の

進
行
状
況
で
あ
る
が
、
当
初
、
「
埼
葛
小
作
地
調
査
遅
れ
る
」
（
灯
・
６
．
空
、
「
漸
く
予
定
の
四
割
、
農
地
買
収
前
途
気
遣
わ
る
」
（
６
．

翌
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、
「
挫
地
改
革
促
進
地
区
会
議
、
北
足
管
下
に
ラ
ミ
ー
大
尉
も
臨
席
」
（
８
．
皿
）
と
い
う
よ
う
な
艇
地
改

革
促
進
運
動
が
各
地
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
○
月
に
は
「
農
地
買
収
七
割
終
る
、
水
田
地
帯
は
依
然
低
調
」
ｎ
．
４
）
と
い
う

状
態
に
漕
ぎ
着
き
、
一
二
月
に
は
「
農
地
九
割
を
買
収
」
（
、
・
３
）
し
た
の
で
あ
る
。
四
七
年
末
に
は
、
買
収
は
基
本
的
に
完
了
す
る
と

い
う
順
調
さ
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
次
に
売
渡
し
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
当
初
難
航
し
、
「
処
地
改
革
、
遊
休
耕
地
も
出
現
か
、
買
受
け

拒
む
農
家
続
出
」
亜
・
４
．
羽
）
、
「
開
放
艇
地
を
な
ぜ
買
わ
ぬ
、
農
業
恐
慌
説
に
迷
う
、
税
金
や
供
出
に
も
心
配
し
て
」
（
４
．
羽
）
と
い

う
記
事
が
続
く
が
、
六
月
に
は
「
農
地
改
革
、
漸
く
八
割
に
漕
ぎ
つ
く
、
売
渡
促
進
の
成
果
」
（
６
・
巧
）
と
い
う
状
態
と
な
り
、
艇
地
改

革
は
順
調
に
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
一
年
数
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
に
農
地
改
革
が
基
本
的
に
買
収
．
売
渡
し
共
「
完
遂
」
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
配
）

次
に
、
農
地
改
革
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
耕
作
権
の
判
定
を
行
う
埼
玉
県
の
「
挫
地
一
筆
調
査
規
則
」
に
基
づ
く
耕
地

（
マ
マ
）

調
査
の
際
の
、
「
自
主
側
、
小
作
代
表
を
殴
打
、
本
庄
の
一
二
・
四
号
地
審
議
会
で
紛
糾
」
（
灯
．
５
．
Ⅳ
）
、
「
腱
地
不
当
貸
付
で
も
め
る
、

’
一
一
・
四
号
地
審
議
の
序
上
」
（
６
．
６
）
、
と
い
う
紛
争
の
他
、
「
農
地
買
収
に
違
憲
の
訴
え
、
本
県
で
初
の
提
訴
」
（
蛆
．
２
．
８
）
と
い
う

艇
地
改
革
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
動
き
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
農
地
改
革
の
本
質
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
重
大
な
意
味
を
も

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
記
事
塾
全
体
で
ふ
る
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
動
き
は
部
分
的
で
あ
り
、
大
き
な
比
重
を
占
め
る
の

は
、
都
市
計
画
・
区
画
整
理
、
さ
ら
に
は
末
墾
地
・
公
用
地
・
軍
用
地
に
絡
む
紛
争
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、

「
都
市
計
画
遂
行
か
挫
地
開
放
か
、
隣
接
村
が
糾
合
し
て
反
対
」
（
４
．
Ⅳ
）
、
「
都
市
計
画
と
避
地
解
放
対
立
、
川
越
艇
民
組
合
の
運
動
」

（
５
．
４
）
、
「
折
衷
案
蹴
ら
る
、
屯
承
抜
く
熊
谷
の
区
画
整
理
」
（
ｕ
企
）
、
「
戸
田
の
区
画
整
理
も
解
決
、
腱
民
側
に
凱
歌
」
（
⑫
．
、
）
、

「
川
越
の
都
市
計
画
、
遂
に
腕
力
沙
汰
、
優
地
委
員
長
は
辞
表
提
出
」
（
姐
・
４
．
５
）
、
「
蕨
駅
東
口
工
平
に
農
民
抗
議
、
近
く
の
畑
を
掘

り
返
し
て
盛
士
」
（
５
．
ｍ
）
と
い
う
よ
う
に
農
地
改
革
と
の
関
係
で
深
刻
な
対
立
に
な
る
も
の
が
、
熊
谷
・
川
越
等
で
ふ
ら
れ
た
。
ま
た
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墾
地
に
つ
い
て
は
、
「
未
墾
地
買
収
実
現
を
陳
情
」
（
〃
・
７
．
１
）
の
よ
う
に
買
収
・
売
渡
対
象
と
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
が
多
く
、

公
用
地
に
つ
い
て
は
、
「
小
学
校
の
耕
作
権
は
ど
こ
へ
、
失
く
な
る
実
習
用
地
、
所
沢
吾
妻
小
学
の
例
、
田
樅
前
に
小
作
と
い
ざ
こ
ざ
」

（
〃
・
６
．
皿
）
、
「
実
習
地
を
無
断
買
上
げ
、
杉
戸
農
と
百
間
村
挫
委
対
立
」
（
妬
．
６
．
７
）
と
い
う
実
習
地
の
取
扱
に
関
す
る
も
の
が
目

立
つ
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
戸
挫
地
の
買
収
・
売
渡
を
め
ぐ
る
地
主
・
小
作
間
の
本
質
的
対
立
が
、
挫
地
改
革
実
施
段
階
で
は
す
で
に

ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
き
な
対
立
と
な
る
も
の
は
農
地
改
革
法
の
周
辺
部
分
で
問
題
と
な
る
都
市
計
画
や
公
用
地
の
解
放
問
題
で
あ
っ
た
と

、
、
、
、

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
農
地
改
革
が
短
期
に
「
完
遂
」
し
え
た
｝
」
と
も
、
こ
う
し
た
状
況
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
理
解
し
う
る

の
で
あ
る
。

（
麹
）

腱
丙
口
に
形
成
さ
れ
る
。

最
後
に
農
民
運
動
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
早
く
も
分
裂
の
気
運
が
高
ま
り
、
そ
の
こ
と
を
示
す
記
事
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
国
的
に
は
一
九
四
七
年
七
月
に
、
一
一
一
反
主
義
を
掲
げ
日
本
共
産
党
に
反
発
す
る
平
野
力
一
一
一
ら
日
本
艇
民
組
合

の
右
派
が
脱
退
し
て
全
国
健
民
組
合
を
結
成
し
、
翌
四
八
年
四
月
に
は
日
避
自
体
の
内
部
対
立
か
ら
「
主
体
性
派
」
と
「
統
一
派
」
が
日

こ
う
し
た
中
央
で
の
動
き
は
、
埼
玉
県
の
挫
民
運
動
に
も
大
き
な
影
鋤
凹
を
与
え
た
。
と
く
に
四
七
年
の
第
一
次
分
裂
の
影
響
は
大
き

く
、
「大里東部の曰農に分裂気運濃厚」（５．肥）、「県北も割れる、日農脱退問題」（７．四）、「割れる日挫県連、一

切
中央の動きがヤマ、松永会長全挫参加は確実」（７・皿）、「日農の分裂入間郡へ波及、去就に迷う」（８．⑲）、「乱剛駁
ぎ
、
日
農
県
連
、
役
員
選
考
か
ら
内
紛
爆
発
」
（
８
．
邪
）
と
い
う
よ
う
に
分
裂
問
題
で
揺
れ
、
九
月
に
は
「
県
下
股
組
分
裂
の
実
態
、
日

農四八・全農一一一一・中立七八、八月末現在本社調査」（９．９）という状態になったのである。もちろん表５に示した
よ
う
に
、
農
民
組
合
の
結
成
や
統
合
を
伝
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
分
裂
と
い
う
動
き
が
基
調
に
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

次
に
運
動
の
内
容
で
あ
る
が
、
「
大
和
田
健
組
割
当
に
不
満
、
再
調
査
を
要
求
」
（
灯
・
８
．
３
）
、
「
顔
役
地
主
を
葬
れ
、
北
足
立
の
片

山
村
農
民
憤
起
」
（
８
・
加
）
、
「
農
組
、
村
政
改
革
に
乗
出
す
、
も
め
た
新
和
村
」
（
、
。
、
）
、
「
赤
旗
押
し
た
て
稲
を
刈
り
取
る
、
耕
作

権
め
ぐ
っ
て
小
作
の
尻
お
し
」
（
、
．
〃
）
、
と
い
う
よ
う
に
、
前
期
に
引
続
き
供
出
問
題
・
処
地
改
革
・
村
政
民
主
化
に
取
組
む
動
き
が

報
道
さ
れ
、
四
八
年
五
月
に
は
、
「
赤
旗
た
て
て
税
務
署
へ
」
（
５
．
３
）
、
「
川
越
地
区
悪
税
反
対
大
会
」
（
５
・
加
）
と
い
う
税
金
岡
争
の

展
開
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
全
体
と
し
て
は
農
民
運
動
の
分
裂
と
い
う
中
で
「
水
害
地
区
腱
組
運
動
中
断
」
（
灯
．
ｎ
．
５
）
と
い

う
記
事
に
も
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
民
運
動
の
勢
い
が
次
第
に
削
か
れ
た
こ
と
は
争
え
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
食
細
危
機
か
ら
の
「
脱

出
」
の
見
通
し
が
見
え
は
じ
め
、
か
つ
農
地
改
革
の
順
調
な
進
行
が
ふ
ら
れ
る
と
い
う
環
境
変
化
の
中
で
、
腿
民
迦
動
は
な
お
従
来
か
ら

の
闘
争
課
題
を
追
求
し
つ
つ
も
、
新
た
な
発
展
方
向
を
見
出
せ
ず
に
混
迷
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
時
期
農
業
協
同
組
合
に
関
す
る
記
事
が
増
加
す
る
。
一
九
四
七
年
二
月
の
挫
業
協
同
組
合
法
の
公
布
以
前
か

ら
農
協
設
立
の
動
き
が
活
発
化
し
、
「
早
く
も
農
業
協
同
組
合
で
ひ
と
も
め
、
農
組
対
農
業
会
」
（
８
．
週
）
、
「
農
業
協
同
組
合
発
足
へ
の

悩
糸
、
農
業
会
解
消
で
財
産
、
人
の
処
置
」
（
８
．
蛆
）
、
「
避
協
組
結
成
の
気
運
」
（
９
．
３
）
、
「
協
同
組
合
結
成
に
敬
遠
？
さ
る
股
組
、

台
頭
し
た
技
術
員
勢
力
」
（
ｍ
・
鍋
）
、
「
協
組
結
成
の
前
途
、
日
腱
・
全
挫
・
腱
青
の
工
作
、
三
派
三
様
の
見
解
」
命
・
町
）
と
い
う
よ
う

な
記
事
が
か
な
り
あ
る
。
そ
し
て
農
協
法
が
公
布
さ
れ
た
と
き
に
は
、
「
艇
協
組
の
設
立
運
動
活
発
化
、
県
の
一
町
村
一
組
合
方
針
ゆ
ら

ぐ
、
日
農
・
全
農
・
中
立
三
シ
巴
、
既
に
一
一
一
○
ヶ
町
村
が
分
裂
、
引
渡
し
準
術
も
進
む
」
（
ｕ
・
加
）
と
い
う
記
事
に
ゑ
ら
れ
る
よ
う
に
、

農
民
組
合
勢
力
も
含
め
て
各
派
が
農
協
設
立
に
向
け
て
の
イ
ー
ニ
ァ
を
巡
り
鏑
を
削
っ
た
の
で
あ
る
。
挫
民
組
合
運
動
が
分
裂
し
つ
つ

も
、
な
お
勢
力
を
伸
長
さ
せ
う
る
か
ど
う
か
の
一
つ
の
試
錬
が
、
こ
の
農
協
設
立
を
め
ぐ
る
主
導
権
争
い
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
健
協
設
立
を
巡
る
葛
藤
は
、
一
部
地
域
で
「
川
越
も
バ
ラ
バ
ラ
、
艇
協
組
結
成
準
備
会
、
市
域
一
本
に
努
力
」

（
皿
・
鰹
）
、
「
熊
谷
は
一
○
農
協
組
に
、
保
守
・
急
進
対
立
す
る
大
里
」
窕
・
１
．
卯
）
、
「
農
協
組
、
飯
能
と
本
庄
に
五
組
合
出
来
る
、

｜
町
村
一
組
合
理
想
揺
ら
ぐ
」
（
２
．
型
）
と
い
う
よ
う
に
継
続
す
る
が
、
「
農
協
組
設
立
促
進
会
各
郡
に
結
成
」
（
〃
．
、
．
ご
「
秩
父
郡
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農
協
組
設
立
活
発
化
」
（
辺
・
羽
）
、
「
入
間
郡
坂
戸
町
に
早
く
も
農
協
組
」
（
蛆
．
１
．
Ⅲ
）
、
「
大
里
地
区
避
協
組
設
立
を
促
進
」
（
３
．
，
）
、

「
挫
協
組
の
設
立
順
調
、
役
員
も
新
人
圧
倒
的
」
（
４
．
１
）
と
い
う
よ
う
な
農
協
設
立
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
が
圧
倒

的
に
多
く
な
り
、
六
月
に
は
「
農
協
組
結
成
ほ
ぼ
千
終
る
。
総
合
三
○
六
、
菱
蚕
一
一
、
畜
産
三
」
（
６
．
３
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

時
期
、
農
民
組
合
運
動
が
分
裂
も
あ
っ
て
勢
力
を
停
滞
さ
せ
た
の
に
対
し
、
後
の
健
政
運
動
の
母
体
と
な
る
腱
協
が
大
き
な
組
織
的
勢
力

と
し
て
各
地
に
順
調
に
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
農
業
問
題
の
構
造
が
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
く
一
つ
の
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

気
に
異
変
、
半
佳

（
５
．
邪
）
、
「
田

顕
著
に
増
え
る
。

一
九
四
六
年
か
ら
四
七
年
初
頭
に
か
け
て
の
農
村
政
治
危
機
は
、
供
出
問
題
・
避
地
改
革
・
村
政
民
主
化
等
の
課
題
に
祇
極
的
に
取
組

む
農
民
組
合
勢
力
の
前
進
を
基
礎
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、
「
農
地
改
革
期
」
は
、
食
細
危
機
が
解
消
の
方
向
を
明
確
に
し
、
農
地

改
革
も
順
調
に
進
行
す
る
と
い
う
環
境
変
化
の
中
で
、
農
民
組
合
勢
力
が
分
裂
し
、
そ
の
政
治
的
影
辨
力
を
減
退
さ
せ
る
形
で
農
村
政
治

危
機
は
収
拾
の
方
向
に
向
う
。
敗
戦
直
後
か
ら
股
大
の
農
業
問
題
と
意
識
さ
れ
た
食
糧
問
題
が
輸
入
食
紐
の
放
出
も
あ
っ
て
解
決
の
方
向

を
明
確
に
し
、
懸
案
の
土
地
問
題
も
挫
地
改
革
に
よ
っ
て
基
本
的
に
解
決
す
る
の
が
こ
の
時
期
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず

農
業
問
題
の
構
造
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
腱
村
に
と
っ
て
の
食
糧
問
題
は
、
肥
料
も

農
機
具
も
不
足
す
る
中
で
、
少
な
い
生
産
物
を
「
如
何
に
し
て
多
く
供
出
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
多
少
の
「
余
裕
」
を
基
礎
に

「
如
何
に
し
て
有
利
に
生
産
物
を
処
分
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
移
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
土
地
問
題
も
自
作
艇
化
と
い
う

方
向
で
地
主
的
土
地
所
有
が
解
体
さ
れ
、
土
地
所
有
を
め
ぐ
る
緊
張
が
基
本
的
に
解
消
す
る
形
で
解
決
し
、
こ
れ
に
代
っ
て
自
作
鰹
的
土

地
所
有
の
上
に
成
立
し
た
幽
民
経
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
へ
と
焦
点
は
移
行
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
農
地
改
革
期
」
は
、
農
業
問
題
が

食
糧
・
土
地
問
題
か
ら
農
民
経
営
問
題
へ
と
移
行
す
る
画
期
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
事
実
、
『
埼
玉
新
聞
』
記
珈
に
占
め
る
「
艇
村
社

会
」
の
割
合
は
こ
の
時
期
高
ま
り
、
内
容
も
「
新
麦
と
芋
の
生
産
費
調
査
、
麦
石
当
り
九
五
○
円
余
、
芋
は
賀
当
り
三
円
五
十
銭
、
闇
耕

作
で
は
其
の
一
一
一
倍
」
（
〃
・
６
．
ｕ
）
、
「
果
し
て
不
当
か
世
論
に
聞
く
、
税
が
高
い
と
農
民
憤
る
、
畑
一
反
の
所
得
税
が
二
千
円
」
（
７
．

堰
）
、
「
処
家
も
金
に
つ
ま
る
。
ふ
え
出
し
た
預
金
引
出
し
」
（
ｎ
．
７
）
、
「
水
害
地
の
挫
家
金
に
詰
る
」
（
“
・
２
．
９
）
、
「
大
里
の
挫
村
景

気
に
異
変
、
半
年
で
貯
金
が
激
減
、
集
め
た
衣
類
も
交
換
所
へ
」
（
４
．
躯
）
、
「
米
は
最
高
二
一
一
一
○
円
、
五
月
の
県
下
ヤ
ミ
物
価
指
数
」

（
５
．
邪
）
、
「
田
植
の
手
伝
い
は
三
食
付
百
五
十
円
」
（
６
．
４
）
と
い
う
よ
う
に
、
価
格
や
税
金
、
農
村
景
気
の
動
向
に
関
す
る
も
の
が

食
糀
危
機
は
解
消
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

一
九
四
八
米
穀
年
度
か
ら
食
糧
事
情
は
好
転
し
、
食
糧
危
機
は
解
消
し
た
と
評
価
し
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
四
八
年
七
月
に
は
、
「
食
粗

確
保
臨
時
措
世
法
」
を
成
立
さ
せ
、
供
出
の
事
前
割
当
制
、
農
業
調
整
委
員
会
の
設
世
と
そ
の
委
員
の
公
選
制
を
発
足
さ
せ
、
供
出
の
促

（
塑
）

進
を
は
か
る
。
依
然
と
し
て
輸
入
食
粗
に
頼
る
部
分
が
大
き
い
以
上
、
供
出
確
保
・
促
進
は
国
際
的
な
逝
義
上
か
ら
も
至
上
課
題
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
四
八
米
穀
年
度
か
ら
は
、
端
蝋
期
の
遅
配
・
欠
配
も
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
、
『
埼
玉
新
聞
』
の
供
出
関
係
記
事
も
品
は
多
い
も
の
の
、
「
供
出
快
速
調
の
二
合
半
領
、
早
く
引
取
っ
て
く

れ
、
倉
庫
は
満
員
嬉
し
い
悲
鳴
」
（
妃
．
、
・
２
）
、
「
ぞ
く
ぞ
く
供
米
」
（
伯
・
加
・
咽
）
と
い
っ
た
供
出
好
調
を
示
す
も
の
が
圧
倒
的
に
多

▽
、

く
、
四
九
年
は
じ
め
の
不
供
出
者
に
関
す
る
も
の
も
、
「
摘
発
に
驚
い
て
完
納
」
（
３
．
ｕ
）
と
い
う
よ
う
に
、
摘
発
さ
れ
る
と
出
す
と
い

「
農
地
改
革
期
」
は
、
戦
後
避
業
問
題
転
形
の
画
期
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。

六
ま
と
め
に
代
え
て
一
九
四
八
年
七
月
以
降

ｌ
食
糧
危
機
土
地
問
題
解
消
後
の
農
業
問
題
Ｉ

282 
283 



戦後改革期股業問題の1111造論 説

う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
食
腿
を
め
ぐ
る
不
正
・
犯
罪
も
、
「
余
裕
」
の
で
た
食
粗
を
闇
で
取
引
す
る
零
フ
ロ
ー
か
－
の

取
締
に
関
す
る
も
の
が
非
常
に
増
え
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
農
地
改
革
関
係
記
事
は
、
四
九
年
八
月
に
行
わ
れ
た
市
町
村
挫
地
委
員
の
選
挙
を
除
け
ば
極
め
て
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
内

容
的
に
も
「
農
革
・
技
術
的
段
階
へ
、
分
合
・
区
画
整
理
に
難
点
」
（
鮨
．
、
血
）
、
「
合
理
的
な
交
換
分
合
へ
、
挫
業
経
営
の
架
団
化
を

目
指
す
」
（
蛆
・
６
．
韮
と
い
う
農
地
改
革
以
後
の
農
業
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
に
比
並
が
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
露
）

ま
た
農
民
運
動
関
係
記
事
も
、
南
埼
玉
郡
栢
間
村
で
の
深
刻
な
対
立
等
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
な
く
、
腱
協
の
活
動
に
記
卵
の
重
点
が
移

行
し
た
こ
と
は
争
い
え
な
い
事
実
で
あ
っ
た
・
農
民
組
合
が
社
会
的
勢
力
と
し
て
大
き
く
退
潮
し
て
い
っ
た
こ
と
を
雌
認
し
え
よ
う
。

て
も
、
地
主
・
小
作
間
の
緊
張
関
係
が
昂
ま
る
の
は
農
地
改
革
実
施
直
前
で
あ
っ
た
こ
と
、
改
革
実
施
過
程
で
社
会
的
問
題
と
し
て
大
き

、
、
、
、

く
取
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
都
市
計
画
や
公
用
地
の
処
分
と
い
う
腱
地
改
革
法
の
い
わ
ば
周
辺
部
分
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
踏
え
、
挫
地

改
革
の
歴
史
的
意
義
を
再
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
は
、
第
一
の
食
糧
問
題
と
第
一
一
の
農
地
改
革
の
問
題
を
統
一
的
に
把
握
す
る
鍵
と
し
て
、
腿
民
迎
励
・
挫
政
運
動
の
分
析
が
決
定

的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
供
出
や
農
地
改
革
を
め
ぐ
り
積
極
的
に
活
動
し
、
挫
村
政
治
危
機
を
も
た
ら
す
程
の
勢
力
に
な
っ
た
農

民
組
合
運
動
が
何
故
農
協
等
の
農
政
運
動
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
の
か
を
、
農
家
経
済
の
動
向
・
農
民
意
識
の
変
化
と
の
関
連
で
分
析
す
る

こ
と
が
、
戦
後
改
革
期
農
業
問
題
の
枇
造
把
握
を
す
る
上
で
の
総
括
的
分
析
と
い
う
位
置
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
作
業
、
分
析
を
通
し
戦
後
改
革
期
農
業
問
題
の
構
造
と
そ
の
変
化
の
歴
史
的
意
義
を
確
定
し
う
る
と
考
え

る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
そ
の
後
現
在
に
至
る
農
業
問
題
と
の
歴
史
的
関
連
を
あ
き
ら
か
に
す
る
前
提
的
作
業
な
の
で
あ
る
。

第
一
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
新
聞
記
事
分
析
で
示
し
た
よ
う
庭
戦
後
改
革
期
の
全
期
間
を
通
じ
て
食
編
問
題
の
も

つ
意
味
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
で
あ
る
・
食
糧
危
機
か
ら
そ
の
解
消
へ
と
い
う
過
程
が
食
糧
問
題
の
い
か
な
る
性
格
変
化
を
と
も
な
っ
て
・

い
る
の
か
、
そ
の
こ
と
は
農
家
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
を
本
格
的
に
追
求
す
る
こ
と
は
、
当
該
期
処
業
問
題
の
性
格
把
握

を
す
る
上
で
の
第
一
級
の
緊
要
課
題
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

第
一
一
は
、
第
一
の
分
析
を
前
提
と
し
つ
つ
、
改
め
て
農
地
改
革
の
戦
後
改
革
の
中
で
の
位
悩
付
の
変
化
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
と
く
に
当
初
農
村
民
主
化
と
と
も
に
食
細
問
題
と
の
関
連
で
農
地
改
革
が
位
置
付
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
以
上
、
食

籾
危
機
と
そ
の
解
消
と
い
う
過
程
が
農
地
改
革
の
立
案
・
実
施
の
過
程
と
い
か
な
る
関
連
・
対
応
関
係
に
あ
る
か
を
追
求
す
る
こ
と
は
、

（
頭
）

当
該
期
幾
業
問
題
の
構
淫
垣
と
そ
の
変
化
を
立
体
的
に
把
握
す
る
上
で
不
可
欠
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
挫
地
改
革
自
体
に
即
し
て
承

し、
。

以
上
の
検
討
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
以
下
の
点
を
確
認
し
、
今
後
の
「
戦
後
改
革
期
」
農
業
問
題
の
本
格
的
分
析
に
倣
え
る
こ
と
と
し
た

（
１
）
食
管
制
度
一

七
年
、
を
参
照
。

（
２
）
農
政
調
在
会
『
艇
地
改
革
に
関
す
る
諸
諭
説
』
そ
の
日
・
口
、
一
九
五
九
年
、
を
参
照
。
な
お
拙
稿
「
腱
地
改
革
」
『
日
本
史
を
学
ぶ
』
５
現

代
、
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
）
で
、
皮
地
改
革
研
究
の
動
向
と
論
点
に
つ
い
て
触
れ
て
あ
る
。

（
３
）
体
系
的
な
し
の
と
し
て
、
食
柵
庁
『
日
本
食
糧
政
策
史
の
研
究
』
’
’
三
巻
、
一
九
五
一
年
、
同
『
企
糊
符
理
史
』
総
論
１
１
Ⅲ
、
各
論
１
１

Ｖ
、
各
論
別
巻
１
１
１
、
一
九
六
九
’
七
二
年
、
が
あ
る
が
、
研
究
論
文
と
し
て
ば
、
山
崎
春
成
「
食
紐
危
機
と
そ
れ
へ
の
対
応
Ｉ
峨
後
食
糊
政

策
小
史
白
ｌ
」
（
大
阪
市
立
大
学
『
研
究
と
資
料
』
二
号
、
一
九
六
○
年
）
、
同
「
藷
管
理
制
度
の
実
質
過
程
（
上
）
ｌ
峨
後
食
枇
政
簸
小

史
（
二
）
ｌ
」
（
同
前
、
’
四
号
、
’
九
六
一
年
）
、
栗
木
安
延
「
戦
後
食
柵
危
機
に
関
す
る
考
察
ｌ
占
領
改
革
の
基
礎
過
程
１
１
」
（
専
修
大

学
社
会
科
学
研
究
所
『
社
会
科
学
年
報
』
第
一
九
号
、
一
九
八
五
年
）
等
、
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
（
５
）
腱
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
『
腱
地
改
革
資
料
雌
成
』
第
一
巻
、
一
九
七
四
年
、
一
五
六
頁
。

（
４
）
（
５
）
腱
地
改
革
注

（
６
）
同
、
’
六
五
頁
。

（
７
）
現
在
、
筆
者
が
一

食
管
制
度
の
歴
史
的
展
開
過
程
と
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
ば
、
佐
伯
尚
美
『
食
管
制
度
ｌ
変
質
と
再
編
ｌ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

筆
者
が
主
宰
す
る
大
学
院
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
基
礎
と
す
る
「
農
地
改
革
研
究
会
」
で
は
、
埼
玉
兇
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
戦
後
改
革
川
座
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戦後改革期農業問題の柵造
論 説

業問題を新たな視角から実証的に分析する共同研究を行っている。本稿も、この共同研究の一蝋をなすものであるがや近い将
来
研
究
会
と
し
て
本
格
的
な
取
ま
と
め
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
８
）
埼
玉
県
議
会
図
書
室
所
蔵
の
も
の
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
９
）
躯
者
を
含
む
前
記
研
究
会
の
メ
ソ
パ
ー
に
よ
る
共
同
作
業
で
あ
る
．

、
）
前
掲
、
『
食
糧
管
理
史
』
各
論
Ⅱ
、
昭
和
別
年
代
制
度
編
、
八
一
一
’
八
九
頁
。

（、）四六年八月末現在で北海道六七・八日、東京一七・六日の遅配がみられたとき、埼玉はわずか○・○六日で全国で岐低であ
っ
た
。
前
掲
、
『
日
本
食
糧
政
策
史
の
研
究
』
第
一
一
一
巻
、
一
一
一
一
一
八
頁
。

（皿）前記『日本食紐政策史の研究』によっても、「一一十年産米の生産高の統計それ自体の信用度が低」（一一一一一七頁）いとされて
おり、蕃保局の報告書「食糧危機の実情と問題点」（一九四六年五月九日）でも、「本年の実収報告には少なくとも五○○’六
○
○
万
石
の
嘘
が
あ
る
こ
と
は
常
識
論
」
と
し
て
い
る
。
前
掲
、
『
食
糧
管
理
史
』
九
一
一
一
頁
。

（田）供出率は一九四四年には六一一一・七％であったが、四五年五○・○％、四六年四四・一％、四七年四九・六％で艇家保有趾も地
大
し
て
い
る
。
前
掲
、
山
崎
「
食
趣
危
機
と
そ
れ
へ
の
対
応
」
九
六
頁
。

、）粟屋憲太郎編『資料日本現代史２敗戦直後の政治と社会①』大月幾店、一九八○年、一一一八四’四五七頁には、そうし

冠
）
前
掲
、
『
食
糧
管
理
史
』
一
○
八
頁
。

（咽）もっとも前年一月末の全国の供出達成率は四一％であるから、四六年産米の供出は全体的に好調であったといえる。
（
Ⅳ
）
前
掲
、
『
食
級
管
理
史
』
一
九
○
－
一
九
一
頁
。

（肥）もっとも主食供給高は、全体として四七年より六五○万石以上増加しており、絶対的不足とするわけにはいかない。前
掲
、
『
日
本
食
糧
政
策
史
の
研
究
』
一
一
六
九
頁
。

（
田
）
四
七
年
産
米
二
○
％
供
出
者
に
限
り
、
縁
故
者
に
一
人
一
○
蛇
を
限
度
と
し
て
剛
与
す
る
こ
と
を
認
め
た
制
度
。

（
卯
）
肥
料
や
衣
料
の
特
別
配
給
を
条
件
に
、
農
家
一
戸
当
り
一
一
一
升
の
救
援
米
を
拠
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
制
度
。

（
Ⅲ
）
四
六
年
産
米
の
一
月
末
供
出
達
成
率
は
七
一
一
・
九
％
で
あ
っ
た
が
、
四
七
年
産
米
は
九
○
・
七
％
で
あ
っ
た
。

（皿）この「規則」では、居住区域外の処地の所有・耕作の現況を把握する第一号申告劃、村内股地の所有、耕作の現況を把握
する二号申告書の他、一九四五年一一月一一一一一日以降の耕作者の移動を把握する第一一一号申告識、四五年一一月一一一一日以前の耕地
の
貸
借
関
係
を
把
握
す
る
第
四
号
申
告
害
の
提
出
を
義
務
付
て
お
り
、
こ
れ
が
地
主
の
土
地
引
上
防
止
に
果
し
た
役
劉
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
峻
地

（
躯
）
栢
間
村
で
の
農
地
委
員
会
を
舞
台
と
す
る
地
主
・
小
作
の
深
刻
な
対
立
は
、
腿
協
設
立
を
め
ぐ
っ
て
も
継
続
し
、
結
局
栢
間
処
協
（
農
民
組
合

派
）
と
棺
間
第
一
農
協
（
地
主
派
）
に
分
立
す
る
。
こ
の
事
例
は
、
戦
後
改
革
期
農
業
問
題
の
構
造
を
考
察
す
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
現

在
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
分
析
を
進
め
つ
つ
あ
る
。

（
恥
）
占
領
軍
の
対
日
農
業
政
策
の
あ
り
方
か
ら
、
農
地
改
革
・
食
糧
政
策
・
艇
業
団
体
政
策
の
三
分
野
の
相
互
関
連
を
あ
ぎ
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

分
析
と
し
て
、
岩
本
純
明
「
占
領
軍
の
対
日
農
業
政
策
」
（
中
村
隆
英
編
『
占
領
期
日
本
の
経
済
と
政
治
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
が

あ
る
。

秀
、
会
埼
玉
卵
協
識
会
・
埼
玉
県
艇
業
復
興
会
誠
共
編
『
埼
玉
鼎
艇
地
改
革
の
実
態
』
’
九
四
九
年
諺
二
一
五
頁
。

（
”
）
艇
民
組
合
五
十
周
年
記
念
祭
実
行
委
貝
会
『
挫
民
組
合
五
十
年
史
』
御
茶
の
水
漕
房
、
一
九
七
一
一
年
、
一
一
一
六
八
’
一
一
九
六
頁
。

（
皿
）
四
七
年
度
一
八
九
万
ト
ン
で
あ
っ
た
輸
入
食
糧
は
、
四
八
年
度
一
九
一
一
一
万
ト
ン
、
四
九
年
度
一
一
六
七
万
ト
ン
と
湘
加
す
る
。
前
掲
、
『
食
糧
管

た
事
例
が
い
く
つ
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

理
史
』
五
五
二
・
五
七
九
頁
。
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